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午前１０時００分 開議   

○議長（小比類巻正規君） おはようござい

ます。 

 出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。 

 本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第２号をもって進めます。 

───────────────── 

  ◎日程第１ 市政に対する一般質問 

○議長（小比類巻正規君） 日程第１ 市政

に対する一般質問を行います。 

 お手元に配付しております一般質問一覧表

のとおり進めます。 

 瀬崎雅弘議員の登壇を願います。 

○６番（瀬崎雅弘君） おはようございま

す。 

 みさわ未来の瀬崎雅弘が、通告に従いまし

て一般質問をさせていただきます。 

 最初に、防災問題の１点目、北朝鮮の弾道

ミサイル発射に関して伺います。 

 北朝鮮は、ことしの８月２９日火曜日午前

５時５８分ごろ、首都平壌の順安区域付近か

ら弾道ミサイル１発を北東方面に発射し、北

海道襟裳岬上空を通過、６時１２分に襟裳岬

の東、約１,１８０キロの太平洋上に落下しま

した。 

 さらに、９月１５日金曜日の午前６時５７

分ごろにも弾道ミサイル１発を発射し、ミサ

イルは前回とおおむね同様な経路を飛行し、

襟裳岬の東、約２,２００キロの太平洋上に落

下しました。 

 北朝鮮ミサイルの日本上空通過は６回目で

あり、最初は１９９８年８月３１日にテポド

ン１号の発射実験を行いました。このミサイ

ル発射実験で、１段目が日本海に落下、２段

目は津軽海峡付近を飛行し、太平洋上に落下

しました。 

 当時から三沢市には米軍三沢基地があるた

め、ミサイルの標的にされているとの話があ

り、今まさにそのことが非常に現実的となり

ました。 

 三沢市は、武力攻撃事態または緊急対処事

態から、市民の生命、身体及び財産を保護す

るとともに、市民生活及び市民経済への被害

を最小限にとどめるため、国・県、市及び関

係機関による連携や住民の避難、救護措置等

について定めた三沢市国民保護計画を平成１

９年に策定しています。 

 また、政府は、北朝鮮から発射された弾道

ミサイルが日本に飛来する可能性があると判

断した場合には、全国瞬時警報システム、通

称Ｊアラートを使用し、緊急情報を伝達しま

す。 

 Ｊアラートは、武力攻撃事態等における国

民の保護のための措置に関する法律第４４条

及び第４７条に基づき、弾道ミサイル発射情

報、津波警報、緊急地震速報など、対処に時

間的余裕のない事態に関する緊急情報を、総

務省、消防庁及び内閣府が人工衛星を用いて

全国に一斉送信することによって、各自治体

の防災行政無線等を自動的に起動し、瞬時に

住民の方々へと伝達するシステムで、三沢市

は平成２３年度から運用を開始されていま

す。 

 特に、対処に時間的余裕がない大規模な自

然災害や弾道ミサイル攻撃などについての情

報を、国から住民まで直接瞬時に伝達するこ

とができるという点がＪアラートの最大の特

徴であり、住民に早期の避難や予防措置など

を促し、被害の軽減に貢献することが期待さ

れており、公共団体の危機管理能力が高まる

とされています。 

 しかしながら、実際に弾道ミサイル発射に

関するＪアラートが発令されても、市民の皆

様はどこに逃げていいのかわからないとの声

があり、政府は、９月下旬を目途に、北朝鮮

がミサイルを発射した場合などに緊急情報を

伝える、Ｊアラートの運用改善に向けたアン

ケート調査を実施するとの新聞報道がありま

した。 

 そのアンケート調査は、１２道県の全６１

７市町村の役所の窓口に訪れた人に協力を求

め、約３,０００人分の回答を得るとし、その

内容は、当時何をしていたのか、ミサイルを
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いつ、どのように知ったのか、どのように対

応したかなど、また、必要ならインターネッ

トによる追加調査を実施し、Ｊアラートによ

る情報提供の見直しにつなげると報道されま

した。 

 以上のことを踏まえて、次の点について伺

います。 

 １点目は、北朝鮮の弾道ミサイル発射に伴

うＪアラートが政府から発令され、市は三沢

市国民保護計画に基づき対処されたと思いま

すが、そのときの三沢市の対応について伺い

ます。 

 ２点目は、政府は、北朝鮮がミサイルを発

射した場合などのＪアラートの運用改善に向

けたアンケート調査を実施しましたが、三沢

市のアンケート調査状況について伺います。

具体的に何名の方にアンケートを実施したの

か、その対象者はどのような年代で、どのよ

うな方法で実施したか伺います。 

 ３点目は、Ｊアラートによる情報提供の内

容でありますが、８月２９日のミサイル発射

時は、頑丈な建物や地下に避難してください

との放送であり、９月１５日のミサイル発射

時は、建物の中または地下に避難してくださ

いと変更されました。いずれの内容について

も、市民の皆様は混乱したと思います。 

 特に、９月１５日の発射時間が午前６時５

８分ごろであり、この時間は、児童・生徒等

の登校時間帯、また、一般の方の通勤時間帯

であり、防災行政無線でこの情報を知った市

民の皆様は、どのような行動をしていいのか

わからないと思います。 

 市として、ミサイル発射に関し、市民の安

全を守るため、特に児童・生徒の通学時の避

難要領等をより具体的に定める必要があると

思いますが、市としての考えを伺います。 

 次に、防災問題の２点目、津波が発生した

場合の避難経路と避難誘導対策について伺い

ます。 

 平成２３年３月に発生した東日本大震災か

ら来年で早くも７年が経過しようとしていま

す。近年、世界で多くの地震が発生し、こと

しの９月２７日の早朝に緊急地震情報が発令

され、岩手県沖でマグニチュード６.０の地震

が発生しましたが、幸いにも津波の発生はあ

りませんでした。 

 三沢市は、三沢市総合振興計画後期基本計

画では、防災体制の充実を図る基本方針とし

て、「東日本大震災での経験を踏まえ、国・

県の防災計画に即した新たな体制づくりを行

い、危機管理体制の強化・充実を図り」「地

震や火災、風水害等の各種災害から市民の生

命、身体、財産を守るため、自助・共助・公

助の連携による減災への取組みを推進すると

ともに、自主防災力の向上にかかる各種支援

体制の構築と防災関係団体の連携強化を図

り、災害発生時に被害を最小限にとどめるた

めの体制づくりに努め」「さらに、災害時に

おける住民への情報伝達手段の整備や食料、

燃料をはじめとした生活必需品の確保などを

行い、各種災害に対応できる防災体制の確立

に努めます」とあります。 

 また、平成２５年３月には、平成２４年度

津波避難計画や津波ハザードマップの作成、

さらには、平成２７年１月に、三沢市地域防

災計画の見直しが実施され、災害に強いまち

づくりのための防災体制の強化等を図ってい

ます。 

 そこで、今回は、平成２４年度津波避難計

画で検討された避難経路と避難誘導対策につ

いて伺います。 

 まずは、避難経路でありますが、青森県が

実施した津波シミュレーションの結果から、

三沢市内への津波到達予想時間は、最短値を

もとに約４０分と設定されました。 

 また、避難対象地域については、津波到達

までの時間内に避難経路を経由して避難目標

地点まで到達可能な範囲を避難可能範囲とし

て設定し、津波到着予想時間と避難時の移動

速度に基づき、避難開始から津波到着予想時

間までに避難が可能な距離を設定されまし

た。 

 避難する方法として、五川目堤より北側に

ついては自動車による避難、五川目堤より南



― 15 ― 

側及び三沢漁港付近周辺の観光客は徒歩によ

る避難を想定されました。 

 自動車による避難を行う北部地域では、避

難車両による渋滞の発生が想定され、全ての

地区で津波到着時間より短く避難できるが、

避難時間が３０分を超える地区が３カ所あ

り、すぐに避難を開始しない場合や、指定し

た経路に従わない場合や、避難路に避難車両

が集中した場合等では、避難が間に合わなく

なることが想定される。 

 また、五川目堤より南側の徒歩による避難

は、避難困難地域には、対象地域人家は沿岸

部になく、ほとんどが標高４メートルから５

メートル以上の海岸段丘上にあり、避難可能

であるが、海水浴場の利用者には、津波影響

開始時間内に海から待避させる必要があり、

スピーカーなどを用いて適切に広報アナウン

スにより、海水浴場利用者を１２分以内に避

難開始させれば、避難可能との結論でありま

した。 

 しかしながら、三沢漁港では、毎年、花火

大会が開催され、最大約５万人の来場者があ

り、徒歩による避難経路３ルートを使用して

も、避難時間は約５９分を要し、津波到着ま

でに全ての来場者を避難させることは困難で

あり、現在設定している３ルートの幅員拡幅

を図る必要があるとの結論結果でした。 

 次に、避難誘導対策でありますが、三沢市

では３種類の津波避難があり、一つ目は五川

目堤より北側の北部住民の自動車を用いた避

難、二つ目は五川目堤より南側の南部住民の

徒歩による避難、そして三つ目がビードル

ビーチに訪れた観光客の避難です。 

 それぞれの場所に応じた避難誘導対策とし

て、津波危険地域標識、津波浸水区域看板、

津波避難目標地点標識、津波避難場所標識、

路面標識、夜間の誘導と幹線道路からの避難

路へ誘導する看板等を検討され、避難の種類

の異なる北部、南部、ビーチごとに避難誘導

対策の条件を整理し、避難誘導対策の実施場

所案を策定されました。 

 以上のことを踏まえ、次の点を伺います。 

 １点目は、避難路整備について、織笠集会

所西側の避難経路の概算事業費が検討され、

当時の事業費は、織笠集会所から避難路で約

２億４, ９００万円を要するとのことであり

ます。津波避難計画を策定してから約４年が

経過していますが、地震はいつ発生するかわ

かりません。この避難路の道路計画整備事業

について、現在の進捗状況について伺いま

す。 

 ２点目は、同じく避難路整備について、三

沢漁港からの避難経路の概算事業費が検討さ

れ、当時の事業費は約１億７００万円との算

定でしたが、いまだ工事は開始されていませ

ん。花火大会は毎年実施されていますが、真

ん中のルートは誘導灯もなく、凹凸があり、

とても夜間に徒歩で避難することは非常に危

険な状況にあると思います。そこで、この避

難路の整備事業について、現在の進捗状況

と、整備が完了するまでの当面の対策等につ

いて伺います。 

 ３点目は、避難誘導対策についても同様で

ありますが、現在までに設置された標識は、

国道３３８号に海抜の標識だけであります。

避難誘導対策で検討された標識、看板等の設

置についての現在の進捗状況について伺いま

す。 

 以上で、私の一般質問を終わります。御答

弁よろしくお願いします。 

○議長（小比類巻正規君） ただいまの瀬崎

雅弘議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。 

 市長。 

○市長（種市一正君） ただいまの瀬崎議員

御質問の防災問題の北朝鮮が弾道ミサイルを

発射した事案の第１点目、弾道ミサイル発射

に伴い、Ｊアラートによる警報が発せされた

際の三沢市の対応については私から、その他

につきましては教育長並びに担当部長からお

答えをさせますので、御了承願いたいと存じ

ます。 

 Ｊアラート、正式名称全国瞬時警報システ

ムとは、弾道ミサイル情報、緊急地震速報、
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津波警報など、対処に時間的余裕がない事態

に関する情報を国から送信し、市町村防災行

政用無線等を自動起動することにより、住民

に緊急情報を瞬時に伝達するシステムのこと

であります。 

 本年８月２９日と９月１５日に北朝鮮の弾

道ミサイルが発射された際にも、Ｊアラート

を通じて、弾道ミサイルの発射情報が防災行

政用無線や携帯電話等への緊急速報メール、

テレビ・ラジオ等のマスメディアのほか、

マックテレビの字幕放送からも流れました。 

 その際の市の対応でありますが、Ｊアラー

トによる北朝鮮の弾道ミサイル発射の情報を

受け、国民保護計画に基づいて担当課体制で

の対応を行い、担当部長及び防災管理課職員

が速やかに市役所に参集しております。 

 今般の両事案に関しては、弾道ミサイルが

上空を通過したということで、国・県、テレ

ビ、インターネット等から情報収集を行い、

落下物の情報や、その後の武力攻撃事態等へ

の警戒に当たったところであります。 

 また、これまでの北朝鮮の核実験やミサイ

ル発射実験などの情報に対する市の事前対策

としては、部長級で組織する緊急事態等連絡

調整会議の開催や、職員の泊まり込み、自宅

待機などにより、連絡網の確認や情報収集活

動を行っております。 

 私からは、以上であります。 

○議長（小比類巻正規君） 総務部長。 

○総務部長（小泉富男君） 防災問題の北朝

鮮が弾道ミサイルを発射した事案の第２点

目、政府が行ったＪアラートの運用改善に向

けたアンケート調査についての御質問にお答

えいたします。 

 北朝鮮の弾道ミサイル発射に伴い、Ｊア

ラートによる警報が発されたことに関して、

平成２９年９月１２日と９月２０日付の２

度、消防庁国民保護防災部防災課国民保護室

長から県を通じて、北朝鮮によるミサイル発

射に関する住民アンケート調査の実施につい

ての依頼がございました。 

 これを受け、三沢市では、調査依頼に基づ

き、９月１３日から１５日と９月２１日から

２２日の２回、来庁された２０歳代から６０

歳代の男性４人、女性４人をランダムに選出

し、国から割り当てられた三沢市の調査対象

人数分、合計８名の方に対し、弾道ミサイル

発射について、どのような手段で知りました

かという問いをはじめとした２４項目のアン

ケート調査に記入いただき、その結果の集計

表を県へ提出しております。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 教育長。 

○教育長（吉田 健君） 防災問題の北朝鮮

弾道ミサイル発射事案の第３点目、ミサイル

発射に際する児童・生徒の通学時の避難につ

いてお答えいたします。 

 当教育委員会では、三沢市地域防災計画に

基づいた教育施設災害及び事故発生時対応マ

ニュアルを作成し、対応しているところであ

ります。 

 これまでのミサイル発射に伴う対応につき

ましては、４月に、国からの資料「弾道ミサ

イル落下時の行動について」を各学校に配布

し、全教職員の共通理解を図り、児童・生徒

に適切な指導を行うよう指示いたしました。 

 ８月２９日午前６時２分に１回目のＪア

ラート警報が発信された際には、当日の朝、

緊急に臨時校長会を開催し、当教育委員会で

作成したＪアラート警報発信時における対応

について、１、家庭にいる場合、２、学校に

いる場合、３、登下校中の場合の３点を示

し、今後の対処について周知いたしました。 

 その後、各学校では、それをもとに保護者

及び児童・生徒用の文書を作成、配布し、各

地域の現状に応じた具体的な対処方法や注意

事項について確認いたしました。 

 ９月１５日午前７時に２回目のＪアラート

警報が発信された際には、１回目の対処方法

や注意事項も含め、各学校へ避難してきた

方、施設の被害、落下物の情報等の把握を行

いました。 

 さらに、弾道ミサイル発射の懸念が継続し

ていることを踏まえ、今後とも国や県との情
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報共有を図ることとしております。 

 なお、新年度は、例年当教育委員会で作成

し、三沢市の教育指導の手引書として市内全

教職員に配付している、学校教育指導の方針

と重点の危機管理マニュアルの項目に、Ｊア

ラート警報発生時の対応マニュアルを新たに

加え、全教職員の確実な共通理解のもと、児

童・生徒への安全教育を徹底するよう、校長

会や学校訪問及び研修会において適切に周知

してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 総務部長。 

○総務部長（小泉富男君） 防災問題の津波

避難計画で検討された避難経路と避難誘導対

策についての第１点目、織笠集会所西側の避

難路の整備について、現在の進捗状況につい

ての御質問にお答えいたします。 

 当該路線は、織笠町内会からの要望があ

り、避難路として整備を計画している路線で

あります。市といたしましても、当該路線の

整備は、地域住民の安心・安全を確保する上

でも重要な路線と認識しておりますが、当該

路線を整備するためには、概算事業費で２億

４,９００万円という多額の費用を要すると試

算されていたことから、国からの補助金等の

財源を充てることで検討してきたところでご

ざいます。 

 当初は、津波避難に必要な路線整備という

ことで、東日本大震災に伴う復興交付金事業

を活用して整備する計画でおりましたが、実

際に被災した施設以外は復興交付金事業の対

象とならなくなったため、新たな財源の確保

に向けて関係省庁と協議を行ってきたところ

であります。現在、県を通じて国土交通省と

の協議を進めており、採択されるよう努力し

ているところでございます。 

 避難経路の避難路の整備に係る進捗状況に

ついては、以上でございます。 

 続きまして、防災問題の第３点目、避難誘

導対策で検討された標識、看板などの設置の

進捗状況についての御質問にお答えいたしま

す。 

 津波避難計画では、津波危険地域標識や幹

線道路から避難路へ誘導する看板などの設置

が、避難誘導対策として有効であり、必要と

しています。 

 標識や看板の設置についての進捗状況とい

たしましては、現在のところ、津波浸水想定

区域内の公園７カ所に設置した津波浸水想定

区域標識９枚、津波浸水想定区域及びその周

辺の電柱に設置した海抜表示板２７４カ所、

建物や構造物の壁面を利用して設置した、過

去の津波痕跡表示や漁港区域内からの避難誘

導看板など３カ所の設置を終えております。 

 また、津波浸水想定区域内を通る幹線道路

であります国道３３８号からの避難誘導のた

めの看板につきましては、地域づくり懇談会

の折に、国道を管理する国土交通省河川国道

事務所に対し、土木課を通じ設置の要望を

行っております。 

 今後は、市といたしましても、道路や公共

施設の改修事業などの実施にあわせて、津波

避難目標地点標識、津波避難場所標識、河川

道路から避難路へ誘導する看板などの整備を

進めるよう関係課と協議し、津波避難誘導対

策に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 経済部長。 

○経済部長（山本 優君） 防災問題の津波

避難計画に係る御質問の第２点目、三沢漁港

からの避難路の整備の進捗状況と整備が完了

するまでの対策等についての御質問にお答え

いたします。 

 現在、避難ルートは、南北２本の進入路及

び未舗装道路の３カ所を想定しており、平成

２５年３月策定の津波避難計画においては、

その未舗装道路を舗装する場合の概算事業費

が、避難道路の整備に関する基本条件の検討

として掲載されております。 

 なお、この未舗装道路の整備につきまして

は、これまで各関係機関と協議する中で、県

が行った避難シミュレーションの結果、南北

２本の現道を使っての避難が可能との判断が
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出されたことから、未舗装道路の避難路とし

ての新たな整備については、補助事業での工

事ができないとの結論に達したところであり

ます。 

 現時点では、イベント時以外のときには、

既存の南北２本の進入路を活用した避難経路

の周知を図り、港まつり等のイベント時に

は、より迅速な避難を図るため、未舗装道路

についても活用することとしており、その活

用に当たっては、今後におきましても安全に

避難できる対策を講じてまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 瀬崎議員。 

○６番（瀬崎雅弘君） 御答弁ありがとうご

ざいました。 

 では、順番に再質問させていただきます。 

 まず、北朝鮮ミサイルに関しましての市の

対応について伺います。 

 市長のほうから、今回の対応について、い

ろいろやっているということでありましたけ

れども、やはりこういうＪアラートが鳴った

場合について、特に時間的余裕がないという

のが一番ネックかと思います。したがいまし

て、関係部長と関係セクションが参集された

と思いますが、何分ぐらいかかって登庁され

たのかということ。 

 それで、今回については、ミサイルが日本

上空を通過するというのは、Ｊアラートが

鳴ってから３分から５分後には通過している

という状況でありますので、何もなかったと

いうことでありますが、もし仮に本当に落下

した場合に、対応はどうだったかというとこ

ろの問題点とか、そういうのはなかったかと

いうことについて再質問したいと思います。 

○議長（小比類巻正規君） 総務部長。 

○総務部長（小泉富男君） ただいまの再質

問にお答えいたします。 

 登庁に何分ぐらいかかったのかということ

でございます。Ｊアラートが発してから１５

分以内に２回とも登庁しております。 

 それから、対応に関する問題点でございま

す。対応については、速やかに担当職員が参

集し、情報収集活動に当たりましたので、市

の体制としては問題ございませんでした。 

 しかし、以前から課題となっている防災行

政用無線が聞こえづらいといった苦情がござ

いました。その後、無線機器の作動を確認い

たしましたが、間違いなく作動していると。

ただ、聞こえづらいということでございまし

た。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 瀬崎議員。 

○６番（瀬崎雅弘君） わかりました。 

 ちなみに、参集された方はどこの場所にお

られたかちょっと気になるのです。と申しま

すのは、Ｊアラートでは、頑丈な建物の中に

避難してください、地下に避難してください

とあるのですけれども、市役所として、担当

課というのは２階とかそういうところにある

と思いますけれども、やはりそこではまずい

のかなと私は個人的に思うのです。 

 例えば地下に集まって、そういう対応がで

きるとか、そういうふうなことも考える必要

があると思うのですけれども、その点、今回

はどのようなところで対応されて、要するに

市役所としての機能を守るために、やはり地

下というところを使うという発想は今後どう

なのかということについて再々質問したいと

思います。 

○議長（小比類巻正規君） 総務部長。 

○総務部長（小泉富男君） 再々質問にお答

えいたします。 

 参集した場所でございますが、参集した場

所は２階の防災管理課でございます。 

 地下のほうが安全でないかという、そう

いった参集する場所を設けたほうがいいので

はないかということでございますが、今回の

核ミサイルの想定に関しては、確かに地下の

ほうがいいということでございますが、例え

ばそれがＮＢＣ・生物化学兵器だった場合

は、また違う行動をとらなければならない

と、そういったことも考えられます。ミサイ

ルの弾頭に積んでいる物質が何であるか、核
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爆弾なのかクラスター爆弾なのかＮＢＣなの

か、それによっても行動を別にしなければな

らないということが考えられますので、一概

にどこの場所ということでは選定できないの

かなと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 瀬崎議員。 

○６番（瀬崎雅弘君） わかりました。 

 いろいろな種類があると思いますので、あ

くまでも抗堪性を持たせて対処の場所を考え

ていただきたいと思います。 

 防災問題の２点目につきまして、政府が実

施したアンケート調査については、三沢市は

２０歳から６０歳の男性４名、女性４名、計

８名の方が調査したということでありますけ

れども、これはいわゆるＪアラートの運用改

善に向けたということでありますけれども、

各市町村での環境で大きく異なると思いま

す。特に三沢市は、先ほど部長が言われたと

おり、航空機の騒音問題があり、基地周辺の

ほとんどの地域は防音工事が実施されてお

り、防災行政無線が聞こえにくいという環境

にあると思います。 

 ミサイル発射に関する情報は、発射後速や

かに防災行政無線または携帯電話等により受

信することができると思います。私も実際は

携帯電話でこの情報を知りました。知ったこ

とにより、すぐテレビをつけて情報を入手し

たという状況であります。 

 特に、ミサイル発射に関する情報は、時間

的余裕がないため、速やかな情報伝達が鍵と

されております。多くの市民の方も、多分、

携帯電話により、ミサイル発射の情報を取得

されたと思いますが、市民の皆さんはどのよ

うにしてミサイル発射の情報を入手された

か、三沢市独自で調査する必要があると思い

ます。 

 特に、防音工事が実施されている住宅にお

住まいで、携帯電話を持っていない方、特に

高齢者の方はどのようにしてミサイル発射情

報を受けたのかということを調査する必要が

あるかと思います。 

 短い間に２回のミサイル発射を受け、市と

して、このような調査は実施されるのか、再

質問いたします。 

○議長（小比類巻正規君） 総務部長。 

○総務部長（小泉富男君） 三沢市独自のア

ンケート調査の実施について、再質問にお答

えいたします。 

 防災行政用無線は、以前から聞こえづらい

箇所があり、今回も市民の皆さんから、今、

何の放送だったのかといった問い合わせが来

たりしておりました。これは、設置されてい

る立地条件や住宅環境、気象条件などが影響

しているものと考えておりまして、聞こえづ

らい理由というのがおおむねわかっておりま

す。原因もわかっておりますので、対策も今

後講ずる予定で考えております。 

 また、今回実施した国のアンケート調査の

結果についても、今後、市として参考にして

いきたいと考えております。したがいまし

て、市独自のアンケート調査の実施について

は、今のところ考えてございません。 

○議長（小比類巻正規君） 瀬崎議員。 

○６番（瀬崎雅弘君） 市として、アンケー

ト調査を実施しないということはわかります

が、ただ、一番懸念するのは、やはり高齢者

の方で携帯電話を持っていない方というのが

ネックになると思います。 

 ちなみに、おいらせ町では、災害時の情報

を迅速・確実に伝達するため、家庭に個別受

信器を設置しています。設置者が負担するこ

となく、設置に係る工事費や機器、材料費は

町が負担しております。三沢市においてもこ

のような取り組みが私は必要かと思います

が、特に、携帯電話を保有していない高齢者

の方が災害時の情報を確実に取得するため、

個別受信器の設置が必要と思いますが、市と

して、こういうお考えはあるのか、再々質問

をいたします。 

○議長（小比類巻正規君） 総務部長。 

○総務部長（小泉富男君） 再々質問にお答

えいたします。 

 市の対策でございますが、今考えているの
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は、電波法がこのたびアナログからデジタル

方式に改正になりました。したがって、現行

のアナログ方式が使えなくなります。 

 それで、デジタル方式に変わる市内全域の

防災行政用無線機器の改修工事を予定してお

ります。基本設計を来年度で実施する予定で

ございます。２０２１年に改修工事が完了す

る計画で考えております。 

 この改修工事にあわせ、拡声個局の増設や

ハンザマストの増設、これをすることにより

聞こえづらい箇所の解消を図ってまいりたい

と考えております。当面は、この改修工事の

結果について、状況を見たいと思います。 

 そして、議員さんおっしゃるとおり、高齢

者など、聞こえづらいというのはあると思い

ます。したがいまして、次の段階として、デ

ジタル化を図ってもだめな場合は、個人の家

の中に個別受信器を設置すること、あるいは

ポケットベルの電波を使った情報提供システ

ムの導入などについても検討することで、段

階的に実施してまいりたいと、このように考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 瀬崎議員。 

○６番（瀬崎雅弘君） よろしくお願いいた

します。 

 北朝鮮ミサイルの３点目でありますけれど

も、三沢市は、これまで地震等を想定した防

災訓練を実施してきましたが、この訓練も東

日本大震災の教訓を生かすためにも重要な訓

練でありますが、北朝鮮ミサイルの日本上空

通過は６回あり、弾道ミサイルが発射されて

から避難するには、非常に時間的余裕がない

と思います。 

 広報みさわ１０月号に、弾道ミサイルが発

射された場合のＱ＆Ａが掲載されました。こ

の中で、避難訓練は実施しないのですかとい

う質問があり、市の回答は、「弾道ミサイル

はどこに着弾するか判りませんので、あらか

じめ避難先を決めて訓練を行なうことは非常

に危険です」「また、J アラートが鳴ってか

ら弾道ミサイルが着弾するまでの時間も数分

しかなく、移動可能な距離が限られますので

訓練の効果があまり期待できません。むしろ

屋外に出ること自体が危険です」と記載され

ていました。 

 実際、弾道ミサイルがいつ発射されるかわ

からないのであれば、あらかじめ避難場所を

指定しないのは私もよく理解いたします。し

かし、本当にそれでいいのでしょうか。 

 先般の北朝鮮の弾道ミサイルが発射された

９月１５日は、６時５８分ごろであります。

この時間は、児童・生徒の登校時間であり、

弾道ミサイル発射で一番危惧するのは、児

童・生徒の通学時間にＪアラートが鳴った場

合ということです。 

 先ほど教育長のほうから、チラシを配っ

て、それでもって徹底していると。それは、

頭の中ではわかると思いますが、やはり実際

に避難訓練をやらないと、なかなかこれは身

につかないと思います。したがって、やはり

地震と津波等に関する訓練も必要かと思いま

すけれども、やはり弾道ミサイルが発射され

たという想定の、特に児童・生徒が登下校す

る時間帯における訓練というのは、私はぜひ

必要だと思うのですけれども、この点につい

て再質問いたします。 

○議長（小比類巻正規君） 教育長。 

○教育長（吉田 健君） 瀬崎議員再質問の

通学時にＪアラート警報が発信された際、児

童・生徒が適切な対処をとるための避難訓練

についてお答えいたします。 

 このことについては、児童・生徒の命の保

障は学校の最も重要な責務であり、これまで

各校においては、火災・地震・津波等を想定

した避難訓練や不審者対応訓練、登下校の歩

行訓練等を実施してまいりました。 

 瀬崎議員御提言の趣旨も踏まえ、当教育委

員会では、今回、ミサイルの飛来という新た

な危険が生じたことから、その危険に対する

適切な対応が必要であると考えております。 

 具体的には、今後、一人一人の児童が、自

宅から学校までの通学路にある頑丈な建物の

場所を、各校で作成している安全マップに新
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たに書き入れる活動や、命を守るための避難

姿勢などの模擬訓練を追加実施し、さらに

は、先月、県から出されましたミサイル避難

関連リーフレット等も活用し、ミサイル飛来

時にでき得る限りの適切な避難行動をとるた

めの安全指導や避難訓練等を各校で実施する

よう、校長会及び学校訪問等において周知、

指導してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 教育長、答弁漏

れ。訓練するか、しないか。 

 教育長。 

○教育長（吉田 健君） 今述べたように、

追加実施訓練をいたします。 

○議長（小比類巻正規君） 瀬崎議員。 

○６番（瀬崎雅弘君） ありがとうございま

す。しっかりと訓練をやっていただきたいと

思います。 

 ２点目の津波避難計画で、避難路の話であ

りますけれども、予算の関係とかいろいろな

復興支援のお金が使えなかったということで

ありますけれども、今の織笠集会所の件は了

解しました。 

 ただ、おおぞら小学校と第三中学校の児

童・生徒については、親が迎えに来るのに時

間的余裕がないということで、基本的には徒

歩による避難と聞いております。いわゆる学

校から避難場所であります谷地頭活動セン

ターですか、そこまでは歩いて避難するとい

うことでありますが、車も避難する、人も避

難するといった場合、小学校、中学校から新

森地区までは歩道があります。新森から先の

道路については歩道がないという状況であり

ますので、やっぱり人車分離という観点か

ら、児童・生徒が安全に避難できるような歩

道の整備が私は必要と思うのですけれども、

その点についてはどのようなお考えを持って

おられるか、再質問いたします。 

○議長（小比類巻正規君） 総務部長。 

○総務部長（小泉富男君） 避難路に対する

歩道の整備についてお答えいたします。 

 防災上の避難路としての設定条件は、幅員

３メーター以上の道路であることや、津波の

来襲方向に対して遠ざかる方向にあることな

どが条件でございます。歩道がついている

か、ついていないかというのは、実は設定条

件に入っていないということでございます。 

 しかし、車道と区別すると、安全を確保す

るという意味では、歩道があったほうがいい

だろうということでございます。 

○議長（小比類巻正規君） 瀬崎議員。 

○６番（瀬崎雅弘君） 当然のことですけれ

ども、私はそこに整備する必要があるかとい

うことを聞いたのですけれども、距離も長い

し、もし整備するにしたって、かなり時間が

かかると思います。 

 そこで、一つ、これは提案なのですけれど

も、おおぞら小学校と第三中学校のある道路

から谷地頭へ行く道路と、六川目から谷地頭

活動センターへ行く道路がありますけれど

も、そこの道路は歩道がついているわけで

す。したがって、既存の歩道を利用してやれ

ば、かなり短時間で、いわゆるないところ

が、新森から、今申しました六川目から延び

る道路の約５００メーター、この間に歩道を

つければ人車分離でもって避難可能と思うの

ですけれども、そうした場合、そんなに時間

もお金もかけないで、安全に避難可能かと思

うのですけれども、そういうことも含めて、

今後、検討していただきたいと思うのですけ

れども、それについて再々質問いたします。 

○議長（小比類巻正規君） 総務部長。 

○総務部長（小泉富男君） 再々質問にお答

えいたします。 

 瀬崎議員おっしゃるとおり、新森地区の西

側から南に走る、たしか広域農道だと思いま

す。その広域農道の１本南に走る、六川目地

区から谷地頭地区に抜ける路線がございま

す。その路線には歩道がついております。そ

ういった路線につながります。確かに道路の

活用が図られるということになると思いま

す。 

 この広域農道のところ約５００メートルで

すか、それを南に下る道路について、避難路
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として、その部分を選定するかどうかを検討

してまいります。 

 そしてまた、歩道の整備につきましては、

関係各課と協議してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 瀬崎議員。 

○６番（瀬崎雅弘君） よろしくお願いいた

します。 

 ２点目の三沢漁港からの避難路の話ですけ

れども、市としての考えはよくわかりまし

た。ただ、最悪の事態を考えて実施すべきと

思いますので、真ん中の道路ですけれども、

それについて少なくても恒久的な誘導灯の設

置が私は必要と思うのです。 

 ただ、花火大会とかほっきまつりとか、こ

ういう行事についてもずっとやっておりま

す。それをやっている限り、夜間について、

特に歩行が困難だと思います。そういうとこ

ろに恒久的な工事が完了するまでの間、そう

いうような対策が必要と思うのですけれど

も、その点について、今どのようなことを

やっておられるか再質問します。 

○議長（小比類巻正規君） 経済部長。 

○経済部長（山本 優君） 今、御質問の未

舗装道路の部分についての、イベント時等で

の恒久的な避難誘導策ということについてお

答えいたします。 

 まずは、未舗装道路についての三沢市のこ

れからの方向性なのですが、平成２４年３月

に、避難のためのシミュレーションを行った

ところ、当該道路の舗装整備を検討した際、

県の県有林担当課において、シミュレーショ

ンの結果、補助事業での整備の必要性が認め

られなければ、開発許可そのものも難しい

と。よって、補助事業、補助事業ではないに

かかわらず、舗装整備をすることは難しいと

いう回答を得ているところでございます。し

たがいまして、舗装整備については、現在の

ところ考えておりません。 

 なお、イベント時には、これまでも放送等

を事前に流しながら、被害発生時の場合の誘

導を図ってきたところなのですが、やはり先

ほど瀬崎議員さんからも出たように、夜の場

合、危険ではないかと。でこぼこもございま

す。そういうところで、発電機と照明灯を事

前に複数そこの場所に備えて、人員も配置

し、夜間においては、地震等が発生した場合

には、瞬時にその場所に照明灯をともして、

避難できるような態勢をとるということにし

ております。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 瀬崎議員。 

○６番（瀬崎雅弘君） よろしくお願いいた

します。 

 投光器以外にも、三沢市内の公園にコード

を使った蛍光灯ですか、あれがありますの

で、その点も含めて検討をお願いしたいと思

います。 

 最後ですけれども、誘導灯の対策の標識に

ついては、今、部長のほうから、逐次整備し

ているということでありますけれども、今

後、一番懸念するのは、特に道路沿いに設置

してあるのですけれども、草が伸びて標識が

見えにくいという状況があると思うのです。

そういうところも含めて、今後しっかりと、

そういう環境整備ですか、これについてやっ

ていただきたいと思うのですけれども、その

点どうでしょうか。 

○議長（小比類巻正規君） 総務部長。 

○総務部長（小泉富男君） 国道沿いの看

板、標識について、草木が生い茂って見えづ

らいということでございます。環境整備、徹

底してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 以上で、瀬崎雅

弘議員の質問を終わります。 

 それでは、一般質問を次に移ります。 

 下山光義議員の登壇を願います。 

○４番（下山光義君） おはようございま

す。 

 拓心会の下山光義でございます。通告に従

いまして、一般質問をさせていただきます。 

 最初に、農業問題について質問いたしま

す。 
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 当市における農業産出額は、平成２９年４

月の東北農政局の資料である東北における平

成２７年市町村別農業産出額推計によります

と、野菜７７億円、豚５９億円、鳥５８億円

などで、合計２０４億円となっており、青森

県内では、弘前市、十和田市に次いで３位で

あり、東北県内では１１位、全国でも６９位

という産出額であります。 

 また、このデータには、野菜の作物別内訳

は公表されておりません。 

 そこで、参考として、ＪＡおいらせ野菜推

進委員会の資料であります平成２７年ＪＡお

いらせ作物別販売高、三沢市分を見てみます

と、ナガイモ５,１３１トン、１４億１,５６

０万円、ゴボウ５,６０２トン、８億５,３０

０万円、ニンニク６０５トン、１０億４,００

０万円、ニンジン４,２６２トン、５億４,２

００万円、大根３,３０１トン、３億１,８９

０万円、バレイショ１,１２０トン、１億９,

０６０万円、予冷野菜１,１２１トン、９,６

８０万円、温室野菜５３トン、２,９６０万

円。法人出荷分２,９６０トン、４億２,８３

０万円、合計数量で２万４,０５５トン、合計

販売額は４９億１,５７０万円となっておりま

す。 

 このように、農業は当市にとりまして貴重

な地場産業であり、さらに発展させていくべ

き産業ではないかと考えております。 

 しかしながら、農業全般を取り巻く環境は

非常に厳しいのが現実であり、現在の日本の

農業事情は、少子高齢化の影響による農業従

事者そのものの高齢化や後継者不足、新規就

農者の減少、さらには、農業労働者の不足な

どにより、農業そのものの存続にかかわるよ

うな状況ではないでしょうか。 

 この問題は、当市の農業においても例外で

はなく、平成２８年度版三沢市統計書により

ますと、平成７年に農家数１,３０５戸、 農

家人口は５,８００人であったものが、 平成

１７年には、農家数６９７戸、 農家人口は

３,０１７人に減少し、 平成２７年では、農

家数５４８戸、 農家人口は２,０６０人と

なっており、２０年間で、農家数、農家人口

とも、おおよそ３分の１に減少しておりま

す。 

 一方で、農家数や農業人口の減少は、農家

１経営体当たりの耕作面積の増加を招く結果

となり、平成７年に、農家１経営体当たりの

耕作面積は、平均２.３ヘクタールであったも

のが、平成２７年には、平均４.７ヘクタール

に増大しており、このことが農家の大規模化

へとつながっております。 

 このような状況の中、現在、市内の農家で

は、労働力不足を補うために、各種農業機械

の導入であったり、親戚、知人はもとより、

ＪＡおいらせの協力により、外国人労働者を

研修生や実習生として受け入れたり、また、

新聞の折り込みチラシなどで労働力を募集す

るなど、さまざまな方法で労働力確保のため

に取り組んでいるところでありますが、まだ

まだ労働力不足の解消には至っていないとい

うのが実情ではないでしょうか。 

 また、最近、新たな課題として、農業機械

を操作するためのオペーレーター不足という

問題も持ち上がっているところであります。 

 以上のように、当市におきましての農業環

境はとても厳しいものでありますが、関係各

機関と連携、協力をしながら難局を乗り越

え、成長産業へと発展させていくべきである

と考えております。 

 そして、そのためには農家の所得向上につ

ながるような対策が早急に必要であり、農産

物のブランド化や６次産業化というのは有効

な対策の一つになるのではないかと思ってお

ります。 

 幸い当市の主力品目でありますナガイモ、

ゴボウ、ニンニク、ニンジンは、市場関係者

の間でも高品質な野菜として信頼を得ている

ところでありますので、この主力品目を中心

に、ブランド化や６次産業化を推し進めてい

くべきではないかと思っております。 

 そこで、１、慢性的な後継者不足や新規就

農者の現在の状況及びこれからの対策、ま

た、農業主に対する農業労働者のあっせん、
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支援対策は考えているのか。２、当市におけ

る主力品目であるナガイモ、ゴボウ、ニンニ

ク、ニンジンなどのブランド化や６次産業化

に対してどのような考えを持っておられるの

か。以上の２点についてお伺いします。 

 続きまして、観光問題について質問いたし

ます。 

 当市では、４月のみさわ春まつりに始ま

り、翌年３月の三沢ほっきまつりまで、ほぼ

毎月お祭りやイベントが行われており、特に

イベントが集中する１０月は、毎週どこかで

何かのイベントが行われております。 

 また、三沢市が発行している三沢市公式観

光ガイドブックである「来て！みさわ」で

は、みさわ七夕まつり、三沢まつり、みさわ

港まつり、三沢基地航空祭、アメリカンデー

などをはじめとし、１４のイベントが紹介さ

れており、それに、ミサワ・バンタシア、Ｍ

ＩＳＡＷＡ ＢＢＱ ジャンボリー、まんぷく

祭りなどを加えると、１年間で相当数のお祭

りやイベントが開催されていることになりま

す。 

 そして、これらのお祭りやイベントは、三

沢市総合振興計画後期基本計画にある観光の

指針で示されている「三沢市の既存の観光資

源の磨き上げを図るとともに、新たな観光資

源の創出を図り、総合的な観光施策を展開し

ます」という、この基本方針をもとに行われ

ているものであり、本年度は、この基本計画

の最終年度となることからも、お祭りやイベ

ントがそれぞれの趣旨や目的に合致した形で

運営されているのか、また、計画どおりの集

客数があったかなどを精査した上で、各イベ

ントの今後のあり方などを改めて見直す必要

があるのではないかと思っています。 

 そこで、１、お祭りやイベントには、それ

ぞれの目的があって実施されていると思いま

すが、観光の視点からのお祭りとイベントを

どのように捉えているのか。２、イベントに

ついては、集客が鍵になると思いますが、イ

ベント終了後に、そのイベントの精査が行わ

れているのか、また、それをもとに、イベン

トの統合などを含めた見直しを考えているの

か。以上の２点についてお伺いします。 

 これをもちまして、一般質問を終わらせて

いただきます。御答弁をよろしくお願いいた

します。 

○議長（小比類巻正規君） ただいまの下山

光義議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。 

 市長。 

○市長（種市一正君） ただいまの下山議員

御質問の農業問題の第２点目、当市の農産物

におけるブランド化や６次産業化については

私から、その他につきましては経済部長から

お答えをさせますので、よろしくお願い申し

上げます。 

 当市におけるブランド化の取り組みといた

しましては、まずは、ゴボウ、ナガイモ、ニ

ンニクなどといった、いわゆる高品質野菜を

市場へ安定的に出荷することで、高い信頼性

を得ているところであります。 

 また、これら１次産品の地域全体での６次

産業化を図るべく、加工品開発にも力を入

れ、特産品開発促進のための補助金の制度や

セミナーの開催などにより、その推進に努め

るとともに、御当地グルメや地産地消推進の

店などの展開も図る中、地産地消にも積極的

に取り組み、生産地としての体制を整えてい

るところであります。 

 さらに、これらの取り組みをより確かなも

のにしていくため、マスコミ等の積極的な活

用や、あるいはトップセールスなどをはじめ

とする、県内外での物産イベントへの出店等

で認知度向上を図る中、ブランド力向上に努

めているところであります。 

 これらブランド力の向上や６次産業化を図

ることは、農家の所得向上につながるばかり

ではなく、６次産業化による雇用の創出、さ

らには観光や産業の振興にもつながり、地域

の循環型経済の強化にもつながるものであり

まして、大変重要な取り組みであると考えて

おります。 

 私からは、以上であります。 
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○議長（小比類巻正規君） 経済部長。 

○経済部長（山本 優君） 農業問題の第１

点目、当市における後継者不足及び新規就農

者の現在の状況についてお答えいたします。 

 農林水産業センサスによりますと、三沢市

の同居農業後継者がいる農家は、２００５年

の調査結果では３９６件で、全農家数６９７

件に対し５６.８％でありましたが、２０１５

年では１９４件、全農家数５４８件に対し３

５.４％と大きく減少してきております。 

 また、国の支援事業を活用し、農業経営を

開始した新規農業者は、初年度の平成２４年

度が９名、平成２６年度が８名、平成２７年

度が４名、平成２８年度が１名となっており

ます。 

 後継者不足は、農業施策においても大変重

要な課題であり、国においても早急な対策が

求められていることから、本年度から国の支

援事業を受ける際に、市町村段階において、

生産技術や経営等に関する専門的なサポート

体制を整えるよう見直しを行い、さらなる支

援強化を図っているところであります。 

 当市といたしましては、農業の担い手不足

の対策として、国・県による農業機械購入に

対する補助事業の活用や、農業青年会議を通

して若手農業者同士の交流など、今後も安心

して働きやすい環境が整えられるよう努めな

がら、新規就農者の増加が図られるよう取り

組んでまいりたいと考えております。 

 次に、農業労働者のあっせん、支援対策に

ついてお答えいたします。 

 当市では、農業者にとって、農業労働者の

確保は重要な課題となっております。そのよ

うな中、農業労働者のあっせんにつきまして

は、ＪＡおいらせが平成１６年度から中国人

研修生の受け入れあっせん事業を行ってお

り、今年度においては、研修生１５名、受け

入れ農家５件という実績となっております。 

 また、外国人労働者以外にも、以前から労

働者確保に向けた相談窓口を設置しておりま

したが、今年度からは、農家のニーズにより

的確に対応できるよう、無料職業紹介事業を

立ち上げ、求人についてはＪＡおいらせの広

報、ホームページ、新聞紙への折り込みチラ

シ等で周知したところ、これまでに三沢市で

は５名、六戸町では２名のマッチングが図ら

れたとのことであります。そのほか、シル

バー人材センターでも、農業作業のための人

材派遣を行っており、これを利用する農家も

数多くあります。 

 また、個々の農家が全国的に求人情報を発

信することができる、インターネットの農業

専門の求人サイトも開設されているところで

あります。 

 当市といたしましては、労働力の需要に関

する実情や、ＪＡおいらせが今年度から始め

た無料職業紹介事業の実績などを踏まえ、関

係機関と連携し、課題解決に向け取り組んで

まいりたいと考えております。 

 次に、観光問題の第１点目、観光の視点か

らのお祭りやイベントをどのように捉えてい

るのかとの御質問にお答えいたします。 

 市内におけるお祭りやイベントにつきまし

ては、市が主体的にかかわるものから、開催

費用の一部を補助するもの、あるいは地域や

団体が自主的に行っているものなど、年間を

通じさまざまなものが行われています。 

 これらのうち、観光イベント等を観光的な

視点で捉えた場合、郷土愛の醸成を主目的と

したものから、経済的効果を目的としたも

の、その場においてはＰＲを主目的としなが

らも、後の経済的効果を目指すものなど、そ

れぞれに狙いがあると考えております。 

 なお、経済的効果を主目的とした観光イベ

ントであっても、地元の魅力や個性を外部に

アピールし、地域外からの誘客を図ること

は、地域外の人々から評価を受けることにつ

ながり、住民が地域に対する誇りや愛着を再

認識できるものでありますことから、結果と

して住民の満足度を高めることにもなり、そ

のような視点からも重要な取り組みであると

考えております。 

 次に、第２点目のイベントの精査や、それ

に基づく統廃合等の見直しは考えているのか
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との御質問にお答えします。 

 観光振興またはイベントの精査を考える上

で、イベント等の入り込み客数は大変重要な

指標でありますことから、これを三沢市総合

振興計画後期基本計画の中でも指標に掲げ、

観光振興の推進を図ってきたところでありま

す。 

 また、イベントの精査ということにつきま

しては、行政経営推進プランの中でも取り組

み項目として掲げ、経済的効果の検証や補助

経費、市のかかわり方など、随時見直しを図

ることとしております。 

 そのような中、イベントの見直しに当たり

ましては、主催する団体の主体性を尊重する

ことが何より重要であると考えておりますこ

とから、見直し、統廃合におきましても、そ

のようなことに配慮し、実施してきたところ

であります。 

 今年度では、ファームフェスタとウイン

ターファンタジーを廃止し、新たにＭＩＳＡ

ＷＡ ＢＢＱ ジャンボリーが開催されること

となりましたが、主催者である観光協会と北

部地区町内会連合協議会とともに、三沢市も

同席し、議論を交わす中で見直しを図ったと

ころであります。 

 今後におきましても、三沢市の観光イベン

トにつきましては、その効果が上がるよう全

体のバランスを考慮するとともに、主催団体

等の主体性を大切にしながら、市としてもイ

ベント等の見直しを進めてまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 下山議員。 

○４番（下山光義君） 御答弁ありがとうご

ざいました。 

 それでは、農業問題の１点目について、再

質問ということでさせていただきます。 

 今、答弁いただいた中に、国や県の補助金

を活用した施策という形、これの実績という

形のものがあったと思います。それでは、施

策として行われたもの、これらのものの効果

を市としてはどのような評価をなされている

のかというところで、このことについて再質

問という形でさせていただきます。よろしく

お願いします。 

○議長（小比類巻正規君） 経済部長。 

○経済部長（山本 優君） ただいまの再質

問の後継者不足や新規就農者への支援、国が

実施したものに対する市としての評価をどの

ように考えているかということについてお答

えいたします。 

 三沢市における後継者不足及び新規就農者

への支援対策といたしましては、先ほど答弁

申し上げましたとおり、国の補助金を活用

し、農業次世代人材投資事業、昨年までは青

年就農給付金事業という名前で実施されてい

たものですが、これが２４年度から実施さ

れ、先ほど申し上げました人数を合計する

と、これまで２２人、新規就農者が生まれた

ということでございます。１人当たり年間１

５０万円の就農支援を行ってきたところであ

ります。 

 あわせて、担い手に対し、国や県の補助金

を活用し、経営面積の拡大や高収益化を目的

として、農業機械の導入を支援してきたとこ

ろであります。 

 これらの支援を続けてきた中で、経営規模

の拡大を果たし、経営を軌道に乗せている後

継者が少なからず存在していることから、取

り組みが困難な中において、一定の効果を果

たしているというふうに評価しております。 

 いまだ十分とは言えないことから、今後も

さまざまな事業を活用し、農業後継者不足の

解消に向けて努めてまいりたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 下山議員。 

○４番（下山光義君） 御答弁ありがとうご

ざいました。 

 一応一定の評価は得ているというふうなこ

とで、今、御答弁いただきましたが、私は農

業問題について、農家の方、そしてＪＡの担

当者の方等々に直接話をさせていただいてお

ります。それぞれの立場でいろいろな情報を
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持っておりました。 

 まずは、そういうところに感心しておりま

すと同時に、その情報が果たして、例えば農

家、ＪＡと行政という形で共有されているの

かというところにちょっと疑問を感じたとこ

ろでありました。要するに、情報を共有して

いないということは、どのような対策、施策

をしても効果は半減してしまうのではないか

というふうに思っているところであります。 

 そこで、農家、ＪＡ、行政、このような三

者が一つテーブルのもとに、風通しのよいコ

ミュニケーションをしながら情報を共有する

というふうな組織体みたいなものを、ここで

考えていかなければだめなのではないかとい

うふうに思っております。このことについて

は、農家の方、それからＪＡの担当者の方

も、ぜひやってみたいことだというふうに

おっしゃっていますし、行政が主導してやっ

ていくべきものであるというふうに私は思っ

ております。そのことについて、市としての

考え方をお伺いします。 

○議長（小比類巻正規君） 経済部長。 

○経済部長（山本 優君） ただいまの御質

問の、情報の共有化を図るための農業者、Ｊ

Ａ、そして行政などの組織体をつくるべきで

はないかということについての御質問にお答

えいたします。 

 新たな組織を設立するということに関して

は、現在、農業経営者の方々の意見を反映す

る組織として、幾つか市がかかわっているも

のがございます。その中には、農家やＪＡお

いらせ、行政等が組織するものもございます

が、これからもよりよい体制づくりを検討し

ていく中で、新たな組織ということについて

も、ＪＡおいらせなどの関係機関と協議しな

がら検討してまいりたいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 下山議員。 

○４番（下山光義君） ひとつよろしくお願

いしたいと思います。 

 続きまして、観光問題について再質問をさ

せていただきます。 

 先ほどの答弁の中で、住民が地域に対する

誇りや愛着を再認識でき、結果として住民の

満足度を高めるというふうな答弁があったと

思います。 

 そこで、私が真っ先に思い浮かべるのが三

沢まつりでございます。この祭りは、たしか

ことしで９３回目を迎えた三沢の伝統的な祭

りだというふうに私は捉えています。ところ

が、最近、各祭礼も大変でありまして、こと

しは１４が参加していただいたわけですが、

来年度から休止等々を考えている祭礼もある

というふうな形で聞いております。この祭り

は三沢にとっては、末代まで残していくべき

祭りであろうと私は思っておりますので、こ

ういったことの情報は、当然行政の方にも

入っているとは思いますけれども、このこと

についてどのような対策を考えておられるの

か、お伺いします。 

○議長（小比類巻正規君） 経済部長。 

○経済部長（山本 優君） ただいまの三沢

まつりの祭礼の中に休止を検討しているとこ

ろもあるということで、それに関する対策等

をどのように考えているのかということにつ

いてお答えいたします。 

 先ほど下山議員のほうからも出ましたよう

に、現在は１４の山車祭礼がございます。先

ほど言ったように、休止を検討しているとい

うことで、事務局となっている商工会でも関

係者と話し合いながら、できれば続けていた

だく方向で、いろいろな策をといいますか、

話し合いを続けているというところでござい

ます。 

 その休止を検討している要因としては、既

に祭礼の町内会が解散してしまっているとこ

ろもありますし、町内会はあるものの、その

町内の参加者が減少してきているということ

などが主な要因として挙げられております。

山車製作においても、人手不足に悩んでいる

町内もあるというふうに伺っております。 

 このような状況にはありますが、三沢まつ

りは９３回ということで、平成１４年から開
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始されてきており、１００周年へ向けてのカ

ウントダウンも始まっているところでござい

ます。三沢まつりは、郷土への誇りや愛着を

深めていくための重要な行事でありますこと

から、三沢らしさや魅力をより実感できる祭

りにしていくことが必要であろうというふう

に考えております。 

 したがいまして、継続する上での課題を少

しずつ解決しながら、各祭礼とともに、三沢

らしさやその魅力を確立するための共通認識

を持って、１００周年、これは通過地点でも

あるのですが、一つの重要な目標地点でもあ

るというふうに考えておりますので、これに

向けて、より魅力的な祭りにできるよう、こ

れからも祭礼とともに検討し、取り組んでい

きたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。（発言する者あり） 

 済みません。今、答弁の中で１点訂正がご

ざいます。 

 大正１４年から三沢まつりが始まっており

ますが、平成１４年と、今、答弁したようで

すので、これを大正１４年に訂正させていた

だきます。どうも済みませんでした。 

○議長（小比類巻正規君） 下山議員。 

○４番（下山光義君） この問題に関しまし

ての答弁ありがとうございます。ぜひそのよ

うな形で末代まで残せるようにお願いいたし

ます。 

 続きまして、観光問題の２点目でございま

す。 

 観光振興やイベントにおいては集客数が重

要な指標であるというふうなことは、市のほ

うでも認識なさっている御答弁をいただきま

した。当市で数多く行われているイベントの

中でも一番集客数が多いのは、三沢基地航空

祭であろうかと思います。今年度も、主催者

発表ではありますが、９万人という来場者を

集めております。 

 この三沢基地航空祭なのですが、毎年、三

沢の祭りの中では一番の集客数がある祭りで

ございますけれども、常々私は思っているこ

とがありまして、なぜこのタイミングで三沢

のＰＲをしないのかというふうなことであり

ます。大勢の観光客が集まってくるわけです

から、このタイミングで三沢のＰＲの発信を

するのが一番いいのではないかというふうに

思っていたわけでございます。 

 ただ、イベントの数多い三沢の中でも、こ

の日は一切何も行われていないというふうな

状態がずっと続いております。ですから、何

か理由があって、こういうふうな状態が続い

ているのではないかとは思っていますが、そ

の理由をお伺いしたいと思います。 

○議長（小比類巻正規君） 経済部長。 

○経済部長（山本 優君） ただいまの航空

祭において、より活性化を図るための取り組

みが必要なのではないか、それに対する取り

組みが行われていないのではないか、その理

由についてということに対してお答えいたし

ます。 

 まずは、先ほど集客数が一番という話だっ

たのですが、１日当たりということでいくと

航空祭が一番多いと。七夕まつりや三沢まつ

りについては複数日行われていますので、全

体では、こちらのほうが人数としては多いと

いう形になっておりますので、その旨も伝え

ながら御答弁申し上げたいと思います。 

 航空祭につきましては、平成２３年からテ

ロ対策等もあって、基地内へ入場できる招待

車両の数が大幅に制限されることになりまし

て、航空自衛隊のほうから三沢市に対し、駐

車場対策を何とかしてくれないかということ

で依頼がありまして、三沢市としても市内の

関係機関と連携しながら、移転跡地に臨時駐

車場を設け、そこからのシャトルバス等によ

り搬送する形をとってきております。これに

より、以前に比べ市内の交通渋滞が減少し、

来てからの滞在時間、これが長くなった、見

学をより長くできるようになったとの意見を

いただいております。 

 そのような中、観光バスについては、約１

００台ほど来ているのですが、これを市街地

のほうにとめて、そして、そこから歩いてい

ただく形の中で、市内でできるだけ消費をし
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ていただく、そういう施策を講じておりま

す。これによって、特に飲食店については、

以前まで、航空祭のときにも開いていたもの

の、それほど客として来なかったけれども、

滞在時間が長くなった関係で、かなり客数が

ふえてきたというような意見もいただいてお

ります。 

 また、航空祭前日には、アメリカ広場にお

いてアメリカンな航空祭前夜祭を開催し、前

日の誘客や消費拡大を図るというような施策

も講じてきております。 

 ただ、前日の宿泊ということになります

と、ホテルが全部満杯になっていて、今以上

入れないという部分もありますので、なかな

か野宿といいますか、民泊等を含めて何かや

れればいいのでしょうけれども、それもなか

なかにわかには難しいという部分があります

ので、航空祭の当日に帰る方々がほとんどで

ございます。しかしながら、前日泊まる方だ

けではなくて、当日泊まる方もこれからふや

す方策をとりながら、より経済効果につなが

るような方策を考えていかなければならない

のかなというふうに考えてございます。 

 全くやっていないわけではないのですが、

以上のような形で今後も取り組みながら、よ

り効果を上げるような方向にしていきたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 下山議員。 

○４番（下山光義君） 大変御答弁ありがと

うございました。１日の集客数、御指摘もあ

りがとうございました。 

 今、答弁の中で、民泊というふうなことが

入っていました。実は、少し前の新聞での話

なのですが、イベント民泊というふうなこと

で、今、注目を浴びているものがございま

す。これは、県内では弘前、それから五所川

原のねぷた等で実施されているものです。 

 イベント民泊はということで、私もちょっ

と興味ありましたので調べてみたのですが、

これは自治体が要請し、個人の住宅にホーム

ステイするような形でやると。旅館業法には

一切触れないというふうな形で行われている

ものでございます。 

 今、部長のほうからもありましたので、私

はイベント民泊というのを、ぜひ基地航空祭

の時期に開催してみるべき価値はあるのでは

ないかというふうに思っております。先ほど

部長のほうから経済効果等々の話もありまし

たし、それにも合致しますし、遠くから来て

くださる方へのおもてなしという部分でも、

大変これは効果があるのではないかと思って

います。 

 これは私、個人的な意見なのですが、三沢

市にとってのソウルフードは何というふうに

聞かれた場合、私にとってのソウルフードは

バーベキューです。なぜかと申しますと、私

は三沢市に移住して３５年になります。その

ときに、一番最初にバーベキューを見たとき

に、三沢にこったらものがあるのだというの

が、これがアメリカンかというふうな感じを

持ちましたので、私にとって三沢のソウル

フードはバーベキューなのです。 

 こういうふうなことも選択肢の一つとし

て、祭りを見直すという意味においても、こ

のような選択肢も一つの中に入れていったら

いいのではないかと考えておりますが、それ

についてどのようにお考えかをお伺いしま

す。 

○議長（小比類巻正規君） 経済部長。 

○経済部長（山本 優君） ただいまの質

問、民泊の件と、それからバーベキュー等を

生かしたイベントということについてお答え

いたします。 

 農家民泊ということに関しては、イベント

民泊ばかりではなくて、現在、訪日外国人旅

行客、いわゆるインバウンド、これの受け手

として、ホテルが不足しているということ

で、急激に見直され、そして実際に取り入れ

られているところであります。農家だけでは

なくて、一般の住宅においても実施されてい

るということでございます。 

 この農家民泊、需要性がふえているという

ことで、三沢市では、グリーンツーリズム協
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議会が修学旅行の受け入れのために、２０年

以上前から農家民泊を行ってきているわけで

ありまして、これにより、ある程度のノウハ

ウは蓄積されているというふうに考えてござ

います。 

 そこで、当該協議会のメンバーに、このよ

うな需要に応える、対応するために、受け入

れを考えてみないかとの意向を確認したとこ

ろ、現在、受け入れている修学旅行以外の受

け入れについては望まないという意見が大勢

を占めているところでございます。 

 しかしながら、結成から二十数年がたっ

て、徐々に高齢化も進んできております。運

営に当たって、受け入れ農家が若干減少して

いるというようなことで、新たな会員を求め

る声も高まってきておりますので、今後は、

このような機会を通じて、新たな需要に対応

する農家の方々も募って、修学旅行ばかりで

はなくて、今言ったインバウンド、そしてイ

ベント等における需要にも応えられるような

方向で、体制を整備していくことを検討した

いと思っております。 

 それから、祭りに関する見直しということ

については、やはり三沢の魅力を少しでも発

信できるような形で見直しを図っていきたい

と考えておりますので、今おっしゃったバー

ベキューも三沢にとっては非常に大きな資源

だと考えておりますので、今後もそのような

形で取り入れを考えていきたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（小比類巻正規君） 下山光義議員の

質問を終わります。 

 この際、午後１時まで休憩といたします。 

午前１１時４４分 休憩   

──────────────── 

午後 １時００分 再開   

○議長（小比類巻正規君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 ここで、議長を交代します。 

○副議長（太田博之君） 議長を交代しまし

た。 

 それでは、一般質問を次に移ります。 

 春日洋子議員の登壇を願います。 

○１２番（春日洋子君） １２番公明党の春

日洋子でございます。通告の順に従い、質問

してまいります。 

 はじめに、防災問題の防災力の強化につい

てお伺いします。 

 文部科学省は、本年８月２９日、災害時の

避難所に指定されている公立小中学校などの

防災機能に関する調査結果を公表しました。 

 調査結果によると、非常用物資の備蓄は７

２％の学校で終えているのに対し、携帯トイ

レや雨水を使用するタイプなど、断水用のト

イレを備えている学校の割合は４９.５％にと

どまっているとのことでした。 

 言うまでもなく、排せつへの備えは、水や

食料の備蓄とともに、避難所に求められる最

大の役割です。過去の災害では、断水で避難

所のトイレが機能せず、衛生面で問題となっ

たり、トイレを心配して水分を控え、エコノ

ミークラス症候群や脳梗塞につながった例が

相次いだことなどを考え合わせますと、早急

に手だてを講じる必要があります。 

 また、停電時の自家発電などで電力確保の

備えをしているのは約５３％であり、都道府

県別の割合では、本県は８９％であるとのこ

とでした。 

 そこで、質問の１点目として、本市におけ

る災害時の避難所における、断水に備えたト

イレの確保と停電時の電力確保についての取

り組みをお伺いします。 

 また、一言に防災訓練、防火訓練と言って

もさまざまなものがあります。避難訓練もそ

うですが、平時にこのような訓練を何度も受

けておくことは有事の際に効果があり、逆に

言うと、訓練を受けていない人が、いざとい

うときに避難や消火器の使用、そのほか防災

に付随する効率的な行動をとることは難易度

が高いと言えます。 

 各地の取り組みの一例として、避難訓練コ

ンサートがあります。もしも演奏中に地震が

あったらとの設定で、実践的な避難訓練を通
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じ、市民に防災意識を高めてもらうと同時

に、ホールを活用して避難誘導を行うこと

で、施設の職員の対応力向上につなげること

を狙いとしています。 

 そこで、質問の２点目として、市役所をは

じめ公共施設などでのいろいろな場面を想定

して、避難訓練を実施することが重要である

と考えますことから、本市の御見解をお伺い

します。 

 次に、農業問題の農家の収入減を補う収入

保険制度についてお伺いします。 

 農業の収入保険制度は、農家の所得向上を

目指す農業改革の柱の一つとして位置づけら

れてきたもので、農業経営の新たなセーフ

ティネットとなる制度です。 

 自然災害による収入減少のほか、豊作に伴

う農作物の価格下落などによって収入減が生

じた場合、加入者は、国と農家が拠出する保

険金と積立金から一定額が補塡されます。対

象品目は、全ての農作物であり、既存の補償

制度で対象外となっている野菜や果樹なども

カバーしています。 

 具体的には、現行の農業災害補償制度で

は、対象が特定の品目に限られている上、自

然災害による収量減少に限定されている点を

踏まえ、収入保険の対象品目の拡大や加入要

件の緩和がなされ、農業者が使いやすい仕組

みになっています。 

 農林水産省による説明会は、この１１月１

４日の松山市を皮切りに、全国５１カ所で実

施されるとのことであり、農家の経営安定に

役立つ同制度への加入を広く呼びかけていま

す。 

 そこで、収入保険制度の周知について、市

としてはどのように対応されていくのか、お

伺いします。 

 次に、健康問題のがん検診の無料化につい

てお伺いします。 

 このたび埼玉県新座市が実施している無料

がん検診について、個人研修視察をしてまい

りました。同市では、年間約４００人ががん

で亡くなり、年々ふえる傾向にあることか

ら、予防には、早期発見・早期治療が鍵であ

ると、職場などでがん検診を受ける機会のな

い市民を対象に、６種無料がん検診を実施し

ています。 

 その内訳は、胃がん、肺がん、大腸がんは

３０歳以上、前立腺がんは５５歳以上の男

性、乳がんは３０歳以上の女性、子宮頸がん

は２０歳以上の女性などで、各がん検診を年

度内に１回、無料で受診できるものです。が

ん検診の受診者数は、無料化前の２０１２年

度と比較しますと、肺がん、大腸がんが約５

割ふえ、他のがん検診についても右肩上がり

に推移しており、着実に受診率の向上につな

がっているとのことでした。 

 さて、先ごろの新聞報道によりますと、人

口１０万人当たり何人ががんで死亡したかを

示す、２０１６年の本県の７５歳未満の年齢

調整死亡率は９３.３％で、２００４年から１

３年連続で全国最悪になったことが１１月２

日、国立がん研究センターの調べでわかった

とのことです。 

 部位別で２０１６年の死亡率を見ますと、

本県男性の大腸がん死亡率は２０.７％と、２

０１３年から４年連続ワースト、女性は９.３

％で、前年のワーストから２位になり、大腸

がん以外のほとんどの部位でも数値が悪かっ

たことが示されています。 

 国においては、がん対策として予防に重点

を置き、禁煙や生活習慣の改善、感染症対策

などに加えて、検診受診率の目標を５０％、

要検査とされた人の精密検査受診率の目標は

９０％と掲げており、県においては、大腸が

んの検診受診率向上を目指し、青森市と弘前

市でモデル事業を実施するとの新聞報道も

あったところです。 

 このような現状を考え合わせますと、本市

においてもさらなるがん対策を進めるべきと

考えますことから、がん検診の無料化につい

ての御見解をお伺いします。 

 次に、行政問題の図書館における各リボン

運動の啓発についてお伺いします。 

 ピンクリボン運動は、乳がんの正しい知識
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を広め、乳がん検診の早期受診を推進し、早

期発見・早期診断・早期治療の大切さを伝え

る目的として行われる世界規模のキャンペー

ンです。ピンクリボンは、シンボルマークと

して知られており、毎年１０月にキャンペー

ンが展開されいています。 

 また、オレンジリボンは、児童虐待防止運

動のシンボルで、オレンジ色は、子供たちの

明るい未来をあらわす色として用いられてい

ます。１１月は、児童虐待防止推進月間であ

り、日本においては、虐待で死亡する子供が

後を絶たず、この不幸の根絶しようという運

動は年を増すごとに拡大しています。 

 さらに、１１月１２日から２５日の期間

は、女性の人権を著しく侵害する暴力の根絶

を訴えるパープルリボン運動であり、紫色の

パープルリボンには、あなたは一人ではない

よというメッセージが込められています。内

閣府では、パープルリボンにちなんで、運動

期間の初日である１１月１２日に、東京タ

ワーや東京スカイツリーのパープルライト

アップを実施しました。また、運動期間中

は、タワーや商業施設、お城など、全国４５

都道府県、約１２０の施設でも同様のライト

アップが実施されました。パープルライト

アップには、一人で悩まず、まずは相談をし

てくださいというメッセージが込められてい

ます。 

 全国の自治体でも、リボン運動月間に広報

紙で特集したり、マグネットシートを市内循

環バスに張るなどして、広くＰＲする取り組

みをしており、本市においても、各リボン運

動を市民にＰＲし、理解を広げていくべきと

考えています。 

 埼玉県越谷市においては、図書館に各リボ

ン運動に関する書籍コーナーを設けて、本の

貸し出しや、自由にパンフレットを持ち帰っ

ていただいており、市民の皆様に好評である

とのことでした。 

 そこで、本市においても、このような事例

を参考にして、図書館における啓発への取り

組みについて御見解をお伺いします。 

 次に、読書通帳の配布についてお伺いしま

す。 

 本に親しむ環境づくりの一環として、読書

通帳を導入している自治体がふえています。

読書通帳は、図書館で借りた本の情報を記入

し、預金通帳のように見える化することで、

読書意欲を高める取り組みですが、借りた本

のタイトルや著者名など、情報を専用機器で

自動印字するものや、お薬手帳のようにシー

ルを張るもの、手書きのものなどさまざまな

タイプがあります。 

 また、読書手帳を全て埋めた子供に景品を

贈呈する自治体もあるとのことでした。 

 導入している自治体においては、図書館の

利用が着実にふえているとのことから、読書

通帳の配布に向けて、本市の御見解をお伺い

します。 

 最後に、食品ロス削減に向けての啓発チラ

シ配布についてお伺いします。 

 まだ食べられるのに捨てられている食べ

物、いわゆる食品ロスが、日本では年間約６

３２万トンにも上り、大切な食べ物を無駄な

く消費し、食品ロスを減らして、環境面や家

計面にとってもプラスになるような取り組み

が求められています。 

 また、食品ロスはさまざまな場面で発生し

ますが、約半数は家庭からであると言われて

おります。家庭から出される生ごみの中に

は、手つかずの食品が２割もあり、さらに、

そのうちの４分の１は、賞味期限前にもかか

わらず捨てられ、そのほか、調理の際での野

菜の皮むきや肉の脂身を取り除くなど、食べ

られる部分を過剰に捨てていることも食品ロ

スの原因になっています。食品ロスを減らす

ためには、私たち一人一人の取り組みが必要

であり、食に対して、もったいないという気

持ちを持つことが大切だと考えます。 

 消費者庁では、食べ物の無駄をなくそうプ

ロジェクトを展開するとともに、消費者とし

てできることをやってみる、啓発用パンフ

レットを作成していることから、このような

パンフレットを参考にしながら、市民の皆さ
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んが食品ロス削減のために、家庭で取り組め

る内容の啓発チラシを作成し、毎戸配布する

取り組みについて、本市の御見解をお伺いし

ます。 

 以上で質問を終わります。御答弁をよろし

くお願いいたします。 

○副議長（太田博之君） ただいまの春日洋

子議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。 

 市長。 

○市長（種市一正君） ただいまの春日議員

御質問の防災問題の第２点目、いろいろな場

面を想定した避難訓練を実施することについ

ては私から、その他につきましては副市長並

びに担当部長からお答えをさせますので、御

了承願いたいと存じます。 

 当市では、市役所や公会堂、総合社会福祉

センターをはじめとした多くの人が集まる市

の建物に対して、防火管理者を施設ごとに定

めており、消防計画により避難訓練や消火訓

練等が実施されております。 

 例年行われます市の総合防災訓練や各地域

で自主的に運営している自主防災会並びに町

内会においても、避難所の開設訓練や炊き出

し訓練など、それぞれの地域で考えた防災訓

練が実施されております。 

 また、先般１１月１２日には、新しい試み

として、県の事業を活用し、上久保地域にお

いて、上久保町内会が中心となり、地域住民

が企画した避難訓練と避難所運営訓練を実施

したところであります。この訓練の想定で

は、上久保集会所において、町内会役員が町

内会の会議の最中に地震が発生し、地域の人

たちに声をかけながら集会所から上久保小学

校まで避難するという、まさに実践さながら

の訓練であります。地域住民同士のつながり

や関係機関との連携を再認識したところであ

ります。 

 今後におきましては、各公共施設を利用さ

れる方々の理解を得ながら、より実践的で、

いろいろな場面を想定した利用者参加型の避

難訓練等の実施に向け、各施設と協議を進め

てまいりたいと考えております。 

 私からは、以上であります。 

○副議長（太田博之君） 副市長。 

○副市長（米田光一郎君） 健康問題のがん

検診の無料化についてお答えいたします。 

 現在、国及び県、当市における死亡原因の

第１位はがんでございます。がんによる死亡

者数を減少させるためには、がんの早期発

見・早期治療につなげることが極めて重要で

あり、がん検診の受診率向上が大きな課題と

なっております。 

 国においては、胃がん、大腸がん、肺が

ん、乳がん及び子宮頸がんの検診、いわゆる

５大がん検診の受診率５０％を目標に掲げ、

当市におきましても受診率４０％から５０％

を目標に、さまざまな機会を通じて、集団や

個別検診の受診勧奨を行っているところであ

りますが、受診率は２０％から３０％台にと

どまっているのが現状でございます。 

 当市のがん検診の受診料につきましては、

胃がん、大腸がん及び肺がん検診が４０歳、

４５歳、５０歳及び５５歳に達する方を無料

としているほか、子宮頸がん検診では２１

歳、乳がん検診では４１歳に達する方に無料

クーポン券を交付し、無料としております。 

 また、全てのがん検診において、６５歳以

上の方、市民税非課税世帯に属する方及び生

活保護を受給されている方を無料としており

ます。 

 がん検診受診率向上のためには、普及啓発

の強化、利便性の向上とともに、費用負担の

軽減は重要な課題であり、御質問のがん検診

の無料化につきましては、現在、一部無料化

しております、がん検診全体を考慮しなが

ら、今後検討してまいりたいと考えておりま

す。 

○副議長（太田博之君） 総務部長。 

○総務部長（小泉富男君） 防災問題の防災

力の強化についての第１点目、本市における

災害時の避難所の断水に備えたトイレの確保

と停電時の電力確保の取り組みについてお答

えいたします。 
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 現在、三沢市では、総合体育館や武道館な

ど、市内１６施設を指定避難所としておりま

すが、この中には、市内の小中学校１１カ所

が含まれております。 

 現在、三沢市では、これら指定避難所の開

設時に、必要な資機材として非常用トイレ１

万２,６００セットと発電機２２台、 飲料水

５００ミリリットルのペットボトルを ３万

６,８６４本、 アルファ米を３万５５０食

分、 新生児及び乳幼児用の紙おむつを３,９

５２枚、アレルギー対応を含めた粉ミルクを

１,０３２包、生理用品を３,８００枚、毛布

など保温用品は４,２０６枚、 このほかに哺

乳瓶やマスクなど、避難所において必要とな

る物品を松園町にある旧水道庁舎に備蓄して

おります。 

 これらのうち、非常用トイレと発電機につ

いては、避難所を運営する上で、電力の確保

と衛生面の管理において非常に重要であり、

発災後の初期段階で必要となる設備であるこ

とから、物資供給班が搬送するよりも避難所

へ常備することが望ましいと考えておりま

す。 

 施設管理者である学校及び教育委員会と、

管理方法や設置場所などに関して、現在協議

しております。来年度からは、受け入れ可能

な学校などへ配備を進めてまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○副議長（太田博之君） 市民生活部長。 

○市民生活部長（繫 範雄君） 行政問題の

３点目、食品ロス削減に向けての啓発チラシ

配布についてお答えいたします。 

 国においては、第３次食育推進計画の中

で、重点課題の一つに食品ロスの削減等の推

進を掲げており、当市におきましても、本年

３月に策定しました第２次三沢市食育推進計

画の中で、市民や関係団体などの取り組みと

して、全てのライフステージにおいて、食へ

の感謝の気持ちを大切にし、生ごみを少なく

する調理方法の実践、食材の使い切りや料理

の食べ切りを心がけ、食育としての食品ロス

を減らすことを重点目標に掲げ、普及啓発を

図っているところであります。 

 市の取り組みといたしましては、昨年４月

から広報みさわで連載しております食改食堂

で、食品ロスの削減を取り上げているほか、

本年１０月２９日に開催いたしましたみさわ

健康フェアでは、食生活改善推進員らととも

に、水切りネットや生ごみの水切り器などを

プレゼントしながら行った生ごみ減量のＰＲ

活動や、１１月１９日の食育の日には、食生

活改善推進員の皆さんが、ビードルプラザに

おきましてエコ料理レシピ集やチラシを配り

ながら、食品ロス削減や生ごみ減量の呼びか

けを行ったところであります。 

 御質問の啓発チラシの毎戸配布につきまし

ては、現在、毎月、広報みさわに連載してい

る食改食堂の中で、今後も食品ロス削減や生

ごみ減量について、市民の皆様の意識向上に

つながるよう啓発に努めてまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○副議長（太田博之君） 経済部長。 

○経済部長（山本 優君） 農業問題の農家

の収入減を補う収入保険制度についてお答え

いたします。 

 農家への補償制度の一つである現在の農業

共済は、自然災害による収量の減少を対象と

していることから、市況の変化で作物の価格

が下落した場合には適用されず、また、対象

品目も限られておりました。 

 そのため、農業経営全体を見据えた支援策

としては十分と言えず、農家や関係団体から

農業共済の見直しを求める声が上がったのを

きっかけに、政府が２０１３年からその検討

を重ねてきておりましたが、平成２９年６

月、農業災害補償法の一部を改正する法律が

可決・成立し、収入保険制度の導入が決まっ

たものであります。 

 収入保険は、収入の予期せぬ減少が生じた

場合に、品目の枠にとらわれずに、収入全体

を見て総合的に対応し得ることから、これま

で十分な措置がされていなかった野菜などの
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生産においては効果が大きいと考えられてお

ります。 

 また、これまでの農業共済では、自然災害

等が発生した場合でなければ補塡が受けられ

ませんでしたが、収入保険では、個々の事情

に対応し機能するというメリットも挙げられ

ております。 

 なお、加入に当たっては、農家みずからが

保険料の負担額を考えて補償内容を選択でき

る仕組みになっており、既存の農業共済や野

菜価格安定制度といった類似制度と比較し、

どちらかを選択して加入することも可能と

なっております。 

 また、この収入保険の加入申請の受け付け

は、２０１８年秋から実施される予定となっ

ております。 

 これまでに共済組合では、広報紙及びホー

ムページ等にて、この制度の周知を図ってお

り、ＪＡおいらせにおきましては、青色申告

会への周知はもとより、営農講座等におい

て、制度の詳細を他の制度の内容とあわせ

て、今後、周知していくこととしておりま

す。 

 また、三沢市でも平成２９年２月号の広報

みさわにおいて、収入保険制度の導入に関す

る記事を掲載いたしました。収入保険制度に

つきましては、今後におきましても、南部地

域農業共済組合等の関係機関と連携し、広報

みさわ、市ホームページ及びマックテレビの

活用により、市内農家への周知を十分に行っ

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（太田博之君） 教育部長。 

○教育部長（山本智香子君） 行政問題の１

点目、図書館における各リボン運動の啓発に

ついてお答えいたします。 

 三沢市立図書館におきましては、春日議員

御承知のとおり、読み聞かせや季節のおはな

し会など、毎月多くの事業を実施しているほ

か、書籍の展示コーナーといたしまして、１

階では、新刊図書コーナーと子供室展示、２

階では、三沢市に関することを紹介する企画

展示コーナーと時節に合わせた書籍を紹介す

るピックアップ展示、地下１階では、女性が

気をつけたい病気など病気に関する書籍を紹

介する健康支援コーナー展示を行っておりま

す。 

 現在、市立図書館におけるリボン運動に関

連した書籍といたしましては、ピンクリボン

関連として、検診や治療法などに関する知

識、闘病記などの書籍が３０冊、オレンジリ

ボン関連として、児童虐待に関連する手記、

ノンフィクションなどの書籍が４０冊、パー

プルリボン関連として、女性に対する暴力、

相談に関する情報、手記などの書籍が１０冊

となっております。 

 御質問の各リボン運動に関連した書籍の展

示につきましては、ピンクリボン等の病気に

関する書籍は、健康支援コーナーに展示、オ

レンジリボン、パープルリボン等の書籍は、

ピックアップ展示コーナーにおいて展示でき

るものと考えており、他の書籍との展示のバ

ランスや市民ニーズ等を考慮しながら、各リ

ボン運動の推進月間などの時節に応じた展示

に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、行政問題の２点目、読書通帳の配布

についてお答えいたします。 

 読書通帳の導入につきましては、平成２６

年第１回定例会において春日議員から一般質

問があり、これまで銀行ＡＴＭ型の読書通帳

機の導入を検討してまいりました。 

 検討の結果、読書通帳機設置費用のほか、

書籍を管理しております図書館システムの改

修や図書館利用者カードの変更、通帳などの

消耗品を含めたランニングコストなど多額の

経費を要することから、教育委員会といたし

ましては、読書活動推進に対する効果を認識

しつつも、未導入の状況となっております。 

 今回、御質問の読書通帳の配布につきまし

ては、他市の導入事例を参考に、自書式読書

通帳の希望者への配布を考えておりますが、

今後、市立図書館指定管理者とともに運用方

法の工夫や読書通帳利用促進ＰＲ等について

協議しながら、導入に向けて進めてまいりた
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いと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（太田博之君） 春日議員。 

○１２番（春日洋子君） 御答弁ありがとう

ございました。 

 それでは、質問順に再質問させていただき

ます。 

 はじめに、行政問題の災害時の避難所の断

水に備えたトイレの確保と停電時の電力確保

について再質問させていただきます。 

 先ほど総務部長より、さまざまな災害時へ

の対応、備蓄品が松園町の旧水道庁舎に現在

は保管して、有事の際に各避難所に届けると

いうシステムを、これまではとられてきたと

いうことでありますけれども、今回、先ほど

申し述べさせていただきましたとおり、断水

に備えたトイレ、電力確保ということを中心

にした質問をさせていただきましたけれど

も、とりもなおさず、申し上げるまでもござ

いませんが、有事の際、速やかに避難者への

対応というのは、その場にあることが望まし

い。申し上げることでもありませんけれど

も、そのことを前提にした質問でございまし

た。 

 市として、松園町の旧水道庁舎、こちらを

市内全域の、公立小中学校１１、各町内の避

難所５、合わせて１６避難所というふうに

伺っておりましたけれども、これを網羅する

にはどのくらいの時間がかかるのかと思った

ときに、旧水道庁舎１カ所だけの保管場所と

いうのはいかがなものかというふうに思って

おりました。今後、このことについて、また

何カ所かふやしていっていただければありが

たいことと。 

 さらにはまた、各避難所に、この場所にあ

ることが最大の取り組みである、市民の皆様

を守るための手だてということは理想である

と思います。今後、具体に次年度に向けて、

質問の趣旨は、さらに防災力の強化について

という趣旨でございますので、担当課としま

しては、このことをどういうふうに強化に向

けて進めていくお考えか、お聞かせいただき

たいと思います。 

○副議長（太田博之君） 答弁願います。 

 総務部長。 

○総務部長（小泉富男君） 再質問にお答え

いたします。 

 備蓄品の保管場所、１カ所でなくというこ

とだと思います。先ほどの答弁で、来年度か

らは、受け入れ可能な学校へ配備を進めてま

いりたいということで答弁させていただいて

いました。学校に配備するということは、児

童・生徒の安全を考えれば、発電機などは、

できれば鍵のついた部屋などに保管する必要

があると思います。今後の計画としては、避

難所として必要性の高い学校にも倉庫をつ

くって備蓄品を保管する方向で考えてまいり

たいと。 

 それから、現在の旧水道庁舎は、今、建物

が老朽化しておりまして、国際交流スポーツ

センターの新設にあわせて、国際交流スポー

ツセンターの建物の北側に備蓄倉庫を建てて

いただきました。そちらにも備蓄品を移す予

定でおります。 

 ちなみに、今年度は備蓄するために必要な

連結パットや荷崩れ防止バンドなどを購入す

る予定で考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（太田博之君） 春日議員。 

○１２番（春日洋子君） 御答弁ありがとう

ございました。ぜひよろしくお願いいたしま

す。 

 再質問を次に移らせていただきます。 

 次の防災力の強化についての２番、いろい

ろな場面を想定しての避難訓練の実施につい

ては、特別再質問はございませんが、先ほど

質問の中でも少し触れさせていただきました

けれども、避難訓練コンサートを実施してい

る埼玉県の自治体では、たくさんありますけ

れども、草加市と越谷市で避難訓練コンサー

トを実施した新聞記事を拝見いたしました。 

 こちらのほうは、コンサートは、越谷市の

ほうは消防の中に音楽隊があり、また、草加

市のほうは県警の音楽隊に御協力をいただい
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て実施し、そして、コンサートということで

の設定で、実際に音楽を聞きながら市民の皆

様にホールに参加していただき、避難訓練コ

ンサートと称して、有事に備えてさまざまな

場面をということの趣旨でございました。 

 これには、もちろんのこと、音楽隊の皆様

の御協力もありながら、実施主体は消防本

部、さまざまな防火クラブですとか、そうい

う団体の協力も得て実施をしているようでご

ざいますので、簡単ではないというふうには

承知の上ではありますけれども、ぜひ本市に

おいてもこのような、有事に備えて本番さな

がらの避難訓練が実施されることを望んでお

りますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、再質問ですけれども、農業問題の農

家の収入減を補う収入保険制度についてであ

りますけれども、さまざまな情報提供等々、

必要なものをしていただいているなというふ

うに思いながら答弁をお聞かせいただきまし

たけれども、経済部長からも御答弁の中であ

りましたけれども、加入要件として青色申告

を行われている農業者、１年分の実績からで

も加入できるということでしたね。 

 そこで、先ほどの答弁の中でも、２０１８

年秋から開始するということであります。明

年の秋。このことにつきましては、今まで青

色申告をしていなかった方のことですけれど

も、最寄りの税務署に青色申告承認申請書を

提出することが必要であって、期限があると

いうことでした。３月１５日というふうな資

料も見ましたけれども、ここが期間がないの

かなと。 

 もし次年度にこれに加入したいと思ったと

きに、申請をしていなかったという方が、残

念な結果になる方もいらっしゃるのかなとい

うふうに思いましたので、ここをきめ細かく

農業者へ周知を行っていく必要があるのかと

思いまして、ここについて市として、関係機

関もありますけれども、ここを手厚く、漏れ

なくという観点から、市も積極的にかかわっ

ていただきたい。これについての市の取り組

みをお聞きしたいことが１点です。 

 そして、農林水産省では、収入保険に係る

ポスターを作成しております。ぜひこちらの

ポスター等も活用しながら、きめ細かな周知

の場所、さまざまな可能なところに掲示をし

ていただくとか、こういう取り組みもまた効

果が上がるのかというふうに考えましたの

で、この２点について再質問させていただき

ます。 

○副議長（太田博之君） 答弁願います。 

 経済部長。 

○経済部長（山本 優君） ただいまの御質

問の、まず一つ目の、青色申告が必須条件に

なるわけなのですが、これの期限はあるかと

いうことについて、まずお答えいたします。 

 個人の場合、新たに青色申告を始める場合

には、３月１５日までに税務署に申請書を提

出する必要があります。これに当たって、翌

年の２月から３月までに青色申告ということ

であれば、ＪＡおいらせにおいて三沢市青色

申告会というのがあって、ここでサポートす

るということになっておりますので、これを

活用していただくように、三沢市のほうとし

ても広報してまいりたいと思っております。 

 また、農水省のポスターにつきましては、

三沢市のほうにも当然来ますので、これを目

立つところに張りながら、周知に努めてまい

りたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○副議長（太田博之君） 春日議員。 

○１２番（春日洋子君） 御答弁ありがとう

ございました。 

 農家の皆様にとっては、この収入保険制度

の創設は大変朗報であるというふうに思って

おりましたので、ぜひ活用していただければ

ありがたいというふうに思っていました。 

 次に、健康問題のがん検診の無料化につい

て、副市長より御答弁をいただきました。私

も先ほどの質問の中でも、視察をさせていた

だき、非常に新座市と我が三沢市とは人口、

また、無料化に関する予算額は、規模が到底

比較にならないほどの差ではありますけれど

も、やはり私も、また、担当の皆様も同じよ
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うな思いではないかなというふうに思ってい

ますのは、一向に受診率が低迷を続けている

ということです。 

 これに関しては、本当に頭を抱えている。

なぜ受診率が上がらないのかと。それは、多

分皆様も同様に思っていらっしゃることでは

ないかというふうに思っておりました。それ

が今回の質問の前提でありましたけれども、

当然、どちらの自治体でも財政が厳しいとい

うことは一様でありますけれども、事市民の

皆様の健康と命を守るということは、申し上

げるまでもなく、この施策は大変重要である

というふうに考えておりました。 

 そこで、今般、私も新座市のそういう何億

円という予算を毎年、何とか継続していると

いう取り組みをお聞きしましたときに、さ

て、我が三沢市で仮に無料というふうになっ

た場合ですけれども、どのぐらいの予算が必

要なのかなということを思いまして、健康推

進課の皆さんにお手数をおかけいたしました

けれども、がん検診の委託料を試算していた

だきました。 

 三沢市のその資料を頂戴した中で御紹介を

させていただきますけれども、三沢市の全体

の対象者は３万１９名であるということで

す。受診率でありますけれども、副市長も答

弁の中で御紹介いただきましたけれども、残

念ながら受診率は２０％から３０％を推移、

低迷状態であります。ここの枠の中で言うと

４４２万５,０００円。そして、国も目指す、

我が市でも目指していきたい受診率５０％の

場合は９６４万５,０００円、こういう試算で

ございます。参考に、１００％では１,９２９

万円となりますけれども、果たしてない目

標。もちろん、ここを目指すべきではありま

すけれども、第一のステップとして、まずは

５０％を目指していかなければならない。こ

のような試算を資料として頂戴いたしまし

た。 

 今、御紹介をさせていただきました試算結

果について、金額を含めて、どのような所感

をお持ちになるか、お聞きいたしたいと思い

ます。 

○副議長（太田博之君） 副市長。 

○副市長（米田光一郎君） がん検診の再質

問にお答えいたいたします。 

 がん検診、残念ながら当市の受診率は低い

わけでございますが、これに関しまして、無

料化、その目的は受診率の向上でございま

す。同じように、普及啓発の強化、さらに

は、受診したくてもいろいろ不便で受診しな

いという方もおりますので、利便性の向上、

それとあわせまして、費用負担の軽減、無料

化、これを検討してまいりました。５０％で

９６４万円かかるという試算を先ほどいただ

きましたが、予算化するとなると、やはり１

００％受けるような予算化が必要だと思って

おります。 

 ただ、現時点では、この予算化よりも、普

及啓発が足りないのか、さらには、利便性が

ないのかどうか、これもさまざま改良してお

ります。それとあわせて費用負担の軽減も考

えながら、先ほど御答弁申し上げましたよう

に、全体の中で検討いたしたいということで

ございます。 

○副議長（太田博之君） 春日議員。 

○１２番（春日洋子君） ありがとうござい

ました。 

 ぜひ市民の皆様に意識を高めていただきた

いと心から願うものです。また、担当課にお

きましても、行政におきましても、これまで

以上に、これまでも精いっぱいの取り組みを

されてきておりましたけれども、結果とし

て、ついてこないという現状がありますの

で、ぜひ英知を絞って、ともに効果を上げて

いきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 次に、行政問題の図書館における各リボン

運動の啓発については、特に再質問はござい

ません。 

 今回、図書館という場所を提供していただ

き、書籍を活用して啓発を願う、御協力を願

うという形の質問となりましたけれども、私

は、図書館という場所は書籍もあり、活用し
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ていただければありがたいということになっ

てしまいましたけれども、ピンクリボン、オ

レンジリボン、パープルリボン等々、取り組

みをしている所管の課もあるわけですので、

ぜひ所管する課とも連携をしていただき、か

かわっていただいて、より啓発の効果を高め

ていただきたいというふうに期待しておりま

す。よろしくお願いいたします。 

 次に、読書通帳の配布について再質問させ

ていただきます。 

 教育部長より、前回からの質問、さまざま

な検討状況等も御丁寧にお答えいただきまし

て、感謝申し上げます。私もその当時は、ま

だまだ認識不足、知識不足で大変恥ずかしい

限りですけれども、頭の中は、銀行のＡＴＭ

のああいう、そのときはそういうイメージで

ありました。かなり予算も何百万円、５００

万円、６００万円ということで。もちろん、

そうは言っても、この形で機器を使って導入

している自治体も当然ありますけれども、た

だ、そのことにこだわるわけではございませ

ん。今、時代とともに、簡易式の手軽に導入

できる、そして市民の方も持ち歩けるという

ようなことがあるということを、年月を経て

わかることとなりまして、そして、再度の質

問とさせていただきました。 

 御答弁の中でも、ＰＲに努めたいというよ

うな趣旨の御答弁をいただきましたけれど

も、私も同様に思っておりまして、図書館へ

おいでになった方だけが知るのではなくて、

広く図書館の利用者が増加していくことの思

いもございますので、来館者のみならず、広

く周知をしていくことが望ましいなというふ

うに思っておりました。ＰＲにつきまして

は、私が何やら申し上げるまでもございませ

んけれども、現段階でどのようなＰＲを具体

にしていこうかというお考えがあれば、お聞

かせいただきたいと思います。 

○副議長（太田博之君） 答弁願います。 

 教育部長。 

○教育部長（山本智香子君） ただいまの読

書通帳の再質問にお答えいたします。 

 現在のところ検討しておりますのは、図書

館利用者に対しましては、来館者に見えるよ

うな工夫をしたＰＲの方法をするということ

と、それから、市民の方々への周知方法とい

たしましては、広報みさわにおいては、読書

通帳配布を開始しましたというお知らせと、

それから、読書通帳の活用方法などについて

の掲載をお願いしながら、また、マックテレ

ビにおきましては、文字放送のみばかりでは

なく、図書館のイベント等とあわせたニュー

ス紹介などに紹介をさせていただくというふ

うなことを、ＰＲの方法を考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（太田博之君） 春日議員。 

○１２番（春日洋子君） ありがとうござい

ました。ぜひよろしくお願いいたします。 

 最後に、食品ロス削減に向けての啓発チラ

シ配布について再質問させていただきます。 

 部長からの御答弁の中で、これまでどおり

の取り組み。何かされていないということ

は、もちろん私もそういうことまでは思って

おりませんで、さまざまな取り組みをされて

おりますけれども、市の広報の中でもそうい

うコーナーがありまして、私も毎月参考にさ

せていただいておりますけれども、いかんせ

ん、さまざまな情報が網羅されておりますの

で、個人的には、年齢とともに小さく感じる

わけです。文字が小さい。そういうことは、

正直、現実的にあります。 

 ですので、今回、国で取り上げているもの

はカラー刷りで絵がありまして、非常に見や

すい。もちろん毎戸配布はお金がかかります

けれども、ぜひこういうことも視野に入れな

がら取り組んでいただきたいというふうに思

うことが１点。 

 そしてまた、やはり私たちの三沢市にとっ

ては、マックテレビが強みです。日ごろ市民

の方々にお目にかかると、どれほどマックテ

レビをごらんになっている方が多いのかなと

いうことを実感するものです。ですので、こ

れまでも取り組まれた経緯はあるかと思いま

すけれども、やはり映像で訴えるということ
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がどれほど効果が高いのかなというふうに

思っておりますので、これについても検討し

ていただけるかどうか、御答弁をいただきた

いと思います。 

○副議長（太田博之君） 答弁願います。 

 市民生活部長。 

○市民生活部長（繫 範雄君） 食品ロスの

再質問にお答えいたします。 

 ２点質問を受けましたので、まず、１点目

の個別のチラシということで、カラーで見や

すいようなチラシを再度検討していただけな

いかという御質問でございました。 

 先ほども答弁いたしましたけれども、市の

広報については、カラーでやるとか文字を大

きくするとか、そういう工夫もこれから考え

ながら、毎月広報に載っておりますので、レ

シピだけではなくて、食品ロス、それから生

ごみの減量ということで、タイトルも一応関

連づけた形での掲載ということで工夫してま

いりたいと考えております。 

 それから、２点目のマックテレビ、映像で

流してはどうかと。これについては、内部で

鋭意検討してまいりたい考えております。よ

ろしくお願いいたします。 

○副議長（太田博之君） 以上で、春日洋子

議員の質問を終わります。 

 それでは、一般質問を次に移ります。 

 遠藤泰子議員の登壇を願います。 

○５番（遠藤泰子君） ５番遠藤泰子でござ

います。 

 平成２９年も師走となりました。ことし１

年を振り返り、三沢市民の幸福のため、三沢

市の未来のためにどれだけ貢献できたのか自

問自答しながら、平成３０年の節目となる年

に向け、一層の努力を誓いながら、通告に従

いまして質問いたしますので、よろしくお願

いいたします。 

 はじめに、次期三沢市総合振興計画につい

てお伺いいたします。 

 今年度は、平成２０年度から始まりました

三沢市総合振興計画の最終年度であります。

そして、平成３０年度から始まる新しいス

テージに向け、次期総合振興計画の策定作業

が着々と進められてきていると思います。将

来の三沢市の行方を決める重要な計画であり

ますことから、私なりに総合振興計画策定に

係る取り組みについて勉強させていただきま

した。 

 多くの自治体では、総合計画は、理念と方

向を示す基本構想、施策ごとの目指す姿を示

す基本計画、具体的な取り組みプランを示す

実施計画の３層から成り立ち、自治体の最上

位計画に位置づけられております。 

 また、計画策定に必要な視点として、全職

員の行動指針となること、財政運営の指針と

なること、人事運営の指針となること、ＰＤ

ＣＡの核となることの四つの視点が必要であ

り、計画の構成要素である戦略、数値計画、

行動計画のバランスが重要であることが挙げ

られております。 

 また、個別の実施計画についての留意点と

しては、１０年という時間を見据え、現在の

施策がそのまま１０年後にも通用するかどう

か、綿密な未来予測のもと、個別の施策に数

値目標を掲げ、大きな方向性はぶれることな

く、年度ごとのローリング、ＰＤＣＡサイク

ルで修正していくというスタンスが必要であ

るとのことであります。 

 そして、計画策定のプロセスにおいては、

市民の意見をよく取り入れること、現状の課

題を整理すること、データに基づき、短期、

中期、長期に分けて将来予測することなどの

ほか、重要なものとして、市役所内の横断的

なすり合わせ、コミュニケーションを十分に

確保することが策定プロセスのかなめとして

おります。 

 そのプロセスを経て、何を実現するのか、

将来の三沢はどうなっていくのか、計画の目

的、目指す将来像について、市役所全部署、

全職員が理解することで計画に魂が入り、実

効性のある計画となるということがわかりま

した。 

 当市においても、次期総合振興計画策定に

当たっては、将来像、各事業の現状と課題、
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綿密な未来予測などを検討しながら、まちづ

くり座談会などで市民の声を聞き、計画策定

作業が進められてきたものと思いますが、こ

れまでの計画策定のプロセスについてお伺い

いたします。 

 さて、７月２５日から９月４日にかけて、

市内７カ所において三沢まちづくり座談会が

開催されました。私も数回参加をさせていた

だきましたが、座談会では、次期計画につい

ての概要説明がなされ、それぞれのテーマの

もと、ワークショップ形式で行われましたこ

とは、市民の意見や考えを活発化させる上で

大変有意義な手法であったものと感じていま

す。 

 市民からいただいた多くの声の中には、建

設的な意見が多数あったものと推察しており

ますが、中には批判的な声もあったものと感

じております。まちづくり座談会のワーク

ショップの中で、ある市民の方からは、わか

りやすい計画にするという趣旨はわかるが、

はじめから小学３年生レベルで計画を策定す

るのは無理があるのではないか、将来を見据

えた、しっかりとした計画を策定した後に、

小学３年生でもわかるような、かみ砕いた表

現を工夫すべきではないかという意見があっ

たと記憶しております。 

 このほかにも貴重な意見が数多くあったも

のと思いますが、建設的な意見も批判的な意

見も、どちらも三沢市に対する期待のあらわ

れであると思います。市民から直接いただい

た声を真摯に受けとめ、計画に反映していく

必要があると思いますが、次期計画に対する

市民の声をどのように捉えているのか、お伺

いいたします。 

 さて、平成２７年度に策定された三沢市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略では、働きた

くなるまち、住みたくなるまち、育てたくな

るまち、自慢したくなるまちの四つの基本目

標を掲げ、具体的施策の数値目標の設定がな

されています。 

 また、種市市長のマニフェストにおいて

も、人づくり、まちづくり、安らぎを三つの

柱として、１５項目にわたる取り組みについ

て数値目標を設定しておられます。将来への

責任としてのマニフェストは、市民との約束

であると同時に、市民の声でもあると思いま

す。次期総合振興計画は、三沢市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略との整合性はもちろ

んのこと、市長マニフェストを網羅したもの

でなければならないと思っていますが、それ

ぞれの数値目標に整合性が図られているのか

についてお伺いいたします。 

 次に、定住自立圏域内のスポーツ施設の相

互利用に係る取り組みについてお伺いいたし

ます。 

 三沢市には、総合体育館、アイスアリー

ナ、武道館、屋内温水プール、国際交流ス

ポーツセンターなど多くのスポーツ施設があ

ります。それぞれの施設には、使用料など、

管理に対して定めた条例があり、指定管理者

による運営がなされていると思います。 

 それぞれの施設の使用料について調べてみ

ますと、総合体育館、武道館、国際交流ス

ポーツセンターは、午前、午後、夜間という

区分に分けられており、アイスアリーナや屋

内温水プールは、１回当たり幾らといった使

用料を設定しております。さらに、貸し切

り、個人の区分けもあり、また、市民と市民

以外の使用料に差を設けている施設もあれ

ば、差を設けていない施設もあります。 

 それぞれの施設の性格に応じて使用料を設

定しているものと理解しておりますが、全て

のスポーツ施設の条例を比較しますと、特に

気になりますのが、市民と市民以外の使用料

の取り扱いについてです。市民運動広場の野

球場や南山テニスコート、南山屋外運動場

は、市民以外の使用料は５割増しとしており

ますが、屋内温水プールやアイスアリーナ

は、教育活動を目的として使用する場合に限

り差を設けており、一般利用には、市民も市

民以外も差がありません。また、総合体育館

や国際交流スポーツセンターにおいては、全

ての使用料に差を設けていない状況となって

おります。 
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 私個人の感想といたしましては、市民の税

金で施設が運営されていることから、市民の

利用と市外の方の利用は、使用料に差を設け

てもいいのではないかと思うところでありま

す。 

 近隣町村のスポーツ施設の状況を調べてみ

ますと、六戸町総合体育館の使用料は、町民

以外は２割増し、おいらせ町いちょう公園体

育館は、町民以外２倍、東北町民体育館や東

北町上北屋内練習場は、町民の中学生以下は

無料、町外の使用は有料と定めております。

特に積雪期になると、上北屋内練習場には、

三沢市からも少年野球などのチームが相当数

利用しており、東北町の子供たちは無料、三

沢の子供たちは有料という状況が続いており

ます。 

 三沢市の総合体育館や国際交流スポーツセ

ンターなど、使用料に差を設けていないこと

は、不公平感を覚えるところであります。 

 一方、三沢市と近隣市町村の公共施設の相

互利用につきましては、上十三・十和田湖広

域定住自立圏共生ビジョンの中で具体的取り

組みが示されており、公共施設の相互利用促

進事業には、市町村民と市町村外住民に使用

料金格差を設けているなどの制約がある場合

には、段階的にその調整を図り、圏域内施設

の相互利用促進を図るとしております。 

 また、この事業計画といたしましては、平

成２５年度から平成２９年度までの期間を設

定しております。しかしながら、平成２９年

度の現状においても、従来のまま是正の進展

が見えず、使用料金格差が生じている中に

あっての今回の質問になりますが、定住自立

圏構成市町村に対し、使用料金格差の解消を

求めていくべきであり、格差を是正しないの

であれば、三沢市の公共施設の使用料金に格

差を設ける必要性を指摘しつつ、交渉を進め

ていく必要があると思います。 

 今後の定住自立圏域内のスポーツ施設の相

互利用に係る取り組みについてお伺いいたし

ます。御答弁よろしくお願いいたします。 

○副議長（太田博之君） ただいまの遠藤泰

子議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。 

 市長。 

○市長（種市一正君） ただいまの遠藤議員

御質問の行政問題の次期三沢市総合振興計画

についての第３点目、市長マニフェストとの

整合性については私から、その他につきまし

ては政策部長からお答えをさせますので、御

了承願いたいと存じます。 

 現在、策定に向け作業を進めている次期総

合計画は、これまでの三沢市総合振興計画の

成果を踏まえ、平成３０年度以降の総合的な

行政運営の方針を定めるものとして策定に取

り組んでいるものでございます。 

 一方で、市長マニフェストにつきまして

は、三沢市総合振興計画後期基本計画を確実

に実現するため、責任と約束として、重点プ

ランをもとに数値目標を掲げてまとめられた

ものであります。 

 このように、次期総合計画と市長マニフェ

ストは、いずれも現状の三沢市総合振興計画

がもととなり、その成果を引き継ぎ、より一

層発展させていくという考えに立って、同じ

方向性を持って策定されているものでありま

すことから、双方の整合性は確実にとられて

いるものと考えております。 

 私からは、以上であります。 

○副議長（太田博之君） 政策部長。 

○政策部長（山本剛志君） 行政問題の次期

三沢市総合振興計画についての第１点目、次

期計画策定のプロセスについてお答えいたし

ます。 

 市では、現在の行政運営の指針として策定

された三沢市総合振興計画が、今年度をもっ

て計画期間を終えることに伴い、昨年度から

平成３０年度以降の行政運営に向けた次期総

合計画の策定に着手しております。 

 その具体的な作業内容としましては、平成

２８年１０月から平成２９年３月にかけて、

庁内において現行計画の振り返りと、次期総

合計画策定の方向性を検討するとともに、市

民２,０００人と市内在学の小学校６年生を対
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象としたアンケート、三沢市民意識調査を実

施し、当市の魅力や課題を調査したところで

あります。 

 今年度は、これらを踏まえ、次期総合計画

の策定に係るコンセプトを、市民によく伝わ

ること、大人から子供まで幅広い年齢層によ

く読まれること、これまでの計画の成果を踏

まえることとし、庁内でのワーキンググルー

プや課長会議などにおいて、計画に掲載する

具体的な項目を定めるなどの作業を行ってま

いりました。 

 また、本年７月から９月にかけて、市内の

７カ所の小中学校を会場として、三沢まちづ

くり座談会を開催し、地域の課題や将来像な

どについて、市民の皆様から多くの御意見を

いただいたところであります。さらに、市内

各界の代表者等で組織した三沢市総合計画審

議会においても、計画案に関し多角的な視点

から御意見をいただいており、これらを踏ま

え、現在まで、次期総合計画の素案を策定し

たところであります。 

 御質問の第２点目、三沢まちづくり座談会

における市民の声をどう捉えているかについ

てお答えいたします。 

 今年度実施した三沢まちづくり座談会は、

次期総合計画策定のために、庁内で策定した

計画案の内容や文言がわかりやすい表現に

なっているかの確認をしていただくととも

に、地域の課題や将来像について、住民の

方々から直接御意見を伺うため開催したもの

であります。 

 実施に当たっては、多くの方々が集まりや

すい場所、集まりやすい時間を考慮し、市内

小学校を主な会場に、平日の１８時から２０

時の間に開催し、７回の開催で延べ１２２名

の市民の方々に御参加をいただきました。 

 また、会場には、小学校３年生の子供から

８０代の方まで、幅広い年齢層の方にお越し

をいただき、それぞれの年代で抱える課題や

御意見なども伺うことができました。 

 なお、各会場で共通して出された意見とし

ましては、空き家・空き地の増加、町内会の

高齢化と加入者数の減少、若者にとって魅力

的な仕事がないことによる人口流出など、人

口減少や少子高齢化、地域経済に関する問題

に対するものが多く、市といたしましても、

これらを最重点課題と捉え、次期総合計画に

反映させるよう努めているところでありま

す。 

 また、このほか個別に出された意見に対し

ましても、今後、事務事業を計画する中で、

その対応を検討できるよう全ての御意見を

データ化し、庁内で情報共有をしてまいりた

いと考えております。 

 次に、行政問題の第２点目、上十三・十和

田湖広域定住自立圏域内のスポーツ施設の相

互利用に係る取り組みについてお答えいたし

ます。 

 当市のスポーツ施設の利用料金につきまし

ては、１５施設中１０施設において、三沢市

民の利用料金と三沢市民以外の利用料金を設

定しております。 

 市民以外の利用料金を設定している施設

と、その内容といたしましては、武道館につ

いては、市外のスポーツ団体等が合宿で利用

する場合は割り増し料金を設定しておりま

す。市民運動広場、南山多目的ふれあい広場

テニスコート、南山屋外運動場、園沢テニス

コート、市民の森野球場、市民の森テニス

コートについては、市民以外の利用者が利用

する場合は５割増しの料金を設定しておりま

す。屋外ゲートボール場につきましては、市

民の利用者は無料、市民以外の利用者は有料

としております。三沢アイスアリーナ及び屋

内温水プールにつきましては、市内の小学校

の教育活動を目的として利用する場合は無

料、市外の小中学校は有料としております。 

 なお、上十三・十和田湖広域定住自立圏域

内の市町村における住民以外の利用料金につ

きましては、全ての市町村において料金格差

を設定しているところであります。これまで

上十三・十和田湖広域定住自立圏では、生涯

学習公共施設利用ワーキンググループにおい

て、圏域間の施設について情報共有に取り組
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んできたところでもあります。 

 今後におきましては、平成３０年度から５

カ年計画で、相互利用に向けた使用料金の格

差等の調整を行う予定であります。 

 以上でございます。 

○副議長（太田博之君） 遠藤議員。 

○５番（遠藤泰子君） ありがとうございま

した。 

 次期総合振興計画策定のプロセスについて

は、さまざまな方からの御意見をいただきな

がらつくっているという御説明がありました

けれども、私が申し上げたいのは、総合振興

計画を実際に動かしていくのは市役所の職員

でありますので、ワーキンググループをつ

くってやりましたといっても、一部の方々で

のお話し合いだと思います。三沢市の未来を

つくるための振興計画は、職員がまちづくり

に対する共通理解をしなければならないと

思っています。 

 計画に挙げられた個々の数値目標を達成す

ることだけではなく、計画に乗らなくても、

目指すべき三沢市像に進むのであれば、積極

的に施策を加えていく姿勢が必要だと思って

います。 

 そのためには、計画策定段階からの綿密

な、先ほど説明の中でも、市役所内でという

ことでのお話はありましたけれども、やはり

横断的なすり合わせがあってはじめて実行で

きるものだと思っています。そこでみんなの

気持ちが入った、そういう計画になると思っ

ています。 

 職員の方々が、現段階において次期総合振

興計画の基本構想、基本計画、実施計画をど

こまで理解されているのか、再質問させてい

ただきます。 

○副議長（太田博之君） 答弁願います。 

 政策部長。 

○政策部長（山本剛志君） 職員について、

三沢市総合振興計画をどこまで理解している

のかの再質問についてお答えいたします。 

 現在の次期総合計画を策定する上で、職員

の方のワーキンググループとか、いろいろ御

意見をいただきました。その際には、若い職

員については理解していない方もおりました

ので、そこは課長会議等で理解をしてもらう

よう、次期総合計画については、職員がわか

るような、わかりやすい形の、みんながとっ

ていただける総合計画にしたいと思いまし

て、今後、そういうふうなのに向けてつくっ

ていきたい、職員に周知していきたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○副議長（太田博之君） 遠藤議員。 

○５番（遠藤泰子君） 御答弁ありがとうご

ざいます。 

 ぜひとも市民に納得してもらえる、市民に

安心してもらえる、そして市民に期待しても

らえる、実効性のある計画になるよう、ぜひ

よろしくお願いいたします。 

 ２点目については、２９年度までは思うよ

うな調整ができていなかったようですけれど

も、あと５年間かけて調整していくというお

話でしたので、できるだけ三沢市民にとって

困らないような、三沢市民が喜ぶような形に

進んでいくよう、よろしくお願いいたしま

す。 

 再質問はございません。 

 以上でございます。 

○副議長（太田博之君） 以上で、遠藤泰子

議員の質問を終わります。 

───────────────── 

  ◎日程第 ２ 議案第５３号から 

   日程第３０ 議案第８１号まで 

○副議長（太田博之君） 次に、日程第２ 

議案第５３号専決処分の承認を求めることに

ついて（平成２９年度三沢市一般会計補正予

算（第３号））から日程第３０ 議案第８１

号公の施設の指定管理者の指定について（三

沢市駅前広場）までを一括議題といたしま

す。 

───────────────── 

  ◎日程第３１ 総括質疑 

○副議長（太田博之君） 日程第３１ ただ

いま一括議題といたしました全議案に対し、
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総括質疑を行いますが、通告がありませんの

で、総括質疑を終結します。 

───────────────── 

  ◎日程第３２ 特別委員会の設置及

び議案の付託 

○副議長（太田博之君） 日程第３２ 特別

委員会の設置及び議案の付託を行います。 

 お諮りします。 

 ただいま一括議題となっております議案の

審査に当たりましては、８名をもって構成す

る予算審査特別委員会、同じく、８名をもっ

て構成する条例等審査特別委員会をそれぞれ

設置し、これに付託の上、慎重に行いたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（太田博之君） 御異議なしと認め

ます。 

 よって、予算審査特別委員会、定数８名、

条例等審査特別委員会、定数８名をそれぞれ

設置することに決しました。 

 それでは、議案の付託を行います。 

 予算審査特別委員会には、議案第５３号か

ら議案第６２号までの計１０件を、条例等審

査特別委員会には、議案第６３号から議案第

８１号までの計１９件をそれぞれ付託しま

す。 

───────────────── 

  ◎日程第３３ 特別委員会委員の選

任 

○副議長（太田博之君） 日程第３３ 特別

委員会委員の選任を行います。 

 ただいま設置されました２特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第８条第１

項の規定により、お手元に配付しております

特別委員会委員及び付託議案一覧表のとおり

指名します。 

 なお、特別委員会の委員の方々は、次の休

憩中に委員長、副委員長をそれぞれ互選し、

議長まで報告願います。 

 また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、予算審査特別委員会を大会議

室、条例等審査特別委員会を第２会議室にお

いて、それぞれ願います。 

 この際、委員会開催のため、暫時休憩しま

す。 

午後 ２時２８分 休憩   

──────────────── 

午後 ２時３３分 再開   

○副議長（太田博之君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 先ほど設置されました２特別委員会の委員

長、副委員長の互選の結果を報告します。 

 予算審査特別委員会委員長、加澤明委員。

副委員長、小比類巻雅彦委員。 

 条例等審査特別委員会委員長、春日洋子委

員、副委員長、佐々木卓也委員と、それぞれ

決しました。 

───────────────── 

○副議長（太田博之君） 以上で、本日の日

程は終了しました。 

 なお、明日から１３日までは、特別委員会

審査等のため、本会議は休会となります。 

 次回、本会議は１４日午前１０時から会議

を開きます。 

 本日は、これをもって散会します。 

 お疲れさまでした。 

午後 ２時３４分 散会   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


